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わたしたちのまちの予算

第45回全国高等学校選抜ホッケー大会
～丹生高校男子が44年ぶり2回目の
　優勝！  丹生高校女子がベスト8！～

わたしたちのまちの予算

第45回全国高等学校選抜ホッケー大会
～丹生高校男子が44年ぶり2回目の
　優勝！  丹生高校女子がベスト8！～

～合併10周年記念事業～～合併10周年記念事業～
第4回越前陶芸村しだれ桜まつり第4回越前陶芸村しだれ桜まつり
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の
一
体
的
な
取
組
み
と
越
前
が
に
や
越
前

焼
な
ど
の
観
光
資
源
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

に
よ
る
観
光
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、

新
た
に
設
立
さ
れ
た
越
前
町
観
光
連
盟
の

活
動
を
支
援
し
ま
す
。

●
小
学
校
英
語
活
動
の
充
実

　

小
学
校
の
英
語
活
動
を
充
実
す
る
た
め
、

国
に
先
駆
け
て
小
学
校
1
年
か
ら
英
語
に
親

し
む
活
動
を
行
い
ま
す
。

●
中
学
校
教
育
相
談
体
制
の
充
実

　

教
育
相
談
体
制
を
充
実
す
る
た
め
、
各
中

学
校
区
に
生
徒
の
臨
床
心
理
に
関
し
て
専
門

的
な
知
識
と
技
能
を
有
す
る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
を
配
置
し
ま
す
。

●
子
育
て
家
庭
の
応
援

　

子
育
て
家
庭
へ
の
経
済
的
な
支
援
を
行
う

た
め
、
中
学
3
年
ま
で
の
子
ど
も
の
医
療
費

を
助
成
し
ま
す
。
た
だ
し
、
小
学
校
1
年
か

ら
中
学
校
3
年
ま
で
は
、
一
部
自
己
負
担
が

あ
り
ま
す
。

●
児
童
の
健
全
育
成

　

児
童
ク
ラ
ブ
を
充
実
す
る
た
め
、
萩
野
生

活
改
善
セ
ン
タ
ー
の
調
理
室
を
児
童
ク
ラ
ブ

室
に
改
修
し
ま
す
。

●
越
前
水
仙
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

　

越
前
水
仙
や
越
前
海
岸
な
ど
を
活
か
し
た

観
光
施
設
を
整
備
す
る
た
め
、
越
前
岬
水
仙

ラ
ン
ド
の
再
整
備
の
設
計
を
行
い
ま
す
。

●
越
前
町
観
光
連
盟
を
核
と
し
た
観
光
の
活

性
化 

　

イ
ベ
ン
ト
や
広
告
宣
伝
な
ど
の
観
光
Ｐ
Ｒ

●
住
宅
地
の
整
備

　

人
口
の
維
持
・
増
加
を
目
指
し
、
朝
日
中
学

校
の
旧
学
校
跡
地
に
住
宅
地
を
整
備
し
ま
す
。

●
空
き
家
の
活
用

　

空
き
家
を
活
用
し
た
移
住
・
定
住
の
促
進

を
図
る
た
め
、
町
内
の
空
き
家
の
実
態
調
査

を
行
い
、
空
き
家
を
改
修
し
て
越
前
町
で
の

生
活
が
手
軽
に
体
験
で
き
る
定
住
体
験
施

設
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
生
活
体
験
メ

ニ
ュ
ー
を
含
め
た
空
き
家
活
用
計
画
を
策
定

し
ま
す
。

●
朝
日
地
区
統
合
保
育
所
の
整
備

　

保
育
所
を
整
備
す
る
た
め
、
朝
日
中
学
校

の
旧
学
校
跡
地
に
お
い
て
朝
日
中
央
保
育
所

と
朝
日
北
保
育
所
の
統
合
保
育
所
の
建
設
に

向
け
て
用
地
を
購
入
し
ま
す
。

●
道
の
駅
「
越
前
」
の
整
備

　

ア
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
越
前
・
露
天
風
呂「
漁

火
」・
越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
エ
リ
ア

に
道
の
駅
「
越
前
」
を
整
備
す
る
た
め
、
ア

ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
越
前
を
改
修
し
ま
す
。

　

道
の
駅
「
越
前
」
の
オ
ー
プ
ン
予
定
は
11

月
15
日
で
す
。

●
中
学
校
施
設
の
改
修

　

生
徒
が
安
全
に
安
心
し
て
学
べ
る
教
育
施

設
を
整
備
す
る
た
め
、
土
壌
劣
化
し
た
越
前

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
改
修
し
ま
す
。

●
国
際
交
流
活
動
の
推
進

　

国
際
社
会
に
対
応
で
き
る
人
材
を
育
成
す

る
た
め
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
バ
ー
ド
ウ
ッ

ド
高
校
と
の
青
少
年
の
交
流
や
国
際
交
流
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

●
小
中
学
校
体
育
館
の
点
検

　

震
災
時
の
落
下
に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る

た
め
、
小
中
学
校
の
体
育
館
な
ど
の
天
井
を

点
検
し
、
落
下
物
の
耐
震
化
改
修
の
設
計
を

行
い
ま
す
。

●
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
支
援

　

朝
日
・
宮
崎
・
越
前
・
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
を
活
動
拠
点
と
し
て
、
各
地
区
の

特
色
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
各
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委
員
会
の

活
動
を
支
援
し
ま
す
。

道の駅「越前」完成予想図越前中学校グラウンド

朝日地区統合保育所建設予定地萩野生活改善センター

国際交流フェスティバル

越前岬水仙ランド全景

糸生小学校体育館クリスマスイベント
（宮崎地域コミュニティ運営委員会）

わ
た
し
た
ち
の

　

ま
ち
の
予
算

観
光
の
活
性
化

教
育
の
充
実

定
住
の
促
進

子
ど
も
・
子
育
て

支
援
の
充
実

地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成

　

平
成
26
年
度
は
、
合
併
10
周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
で
す
。

　

平
成
26
年
度
当
初
予
算
は
、こ
の
節
目
の
年
に「
越
前
町
の
未
来
を
拓ひ

ら

く
予
算
」と
し
、

観
光
の
活
性
化
、
教
育
の
充
実
、
定
住
の
促
進
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実
、
合

併
10
周
年
記
念
事
業
の
5
つ
の
施
策
を
重
点
施
策
に
各
種
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

平
成
平
成
2626
年
度
当
初
予
算
の
主
な
事
業

年
度
当
初
予
算
の
主
な
事
業
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●
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
大
会
の
準
備　

　

平
成
30
年
に
開
か
れ
る
福
井
し
あ
わ
せ
元

気
国
体
に
向
け
て
、
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会
場
と

し
て
準
備
委
員
会
の
設
立
な
ど
の
準
備
を
町

民
の
皆
さ
ん
と
一
体
と
な
っ
て
進
め
ま
す
。

●
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
力
の
向
上

　

福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
に
向
け
た
ホ
ッ

ケ
ー
競
技
力
の
向
上
を
目
指
し
、
県
立
ホ
ッ

ケ
ー
場
・
人
工
芝
ホ
ッ
ケ
ー
場
で
次
の
大
会

を
開
催
し
ま
す
。

●
漁
場
環
境
の
整
備
に
よ
る
水
産
資
源
の
確
保

　

海
底
の
固
化
し
た
底
土
に
酸
素
を
供
給
し

微
生
物
の
増
殖
を
促
す
こ
と
に
よ
り
漁
獲
量

の
増
大
を
図
る
た
め
、
ア
マ
エ
ビ
・
ア
カ
ガ

レ
イ
・
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
漁
場
の
海
底
耕
耘
を
実

施
し
ま
す
。

●
漁
業
の
担
い
手
の
育
成
確
保

　

漁
業
の
担
い
手
を
育
成
確
保
す
る
た
め
、

越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
漁
業
の
人
材
育

成
と「
越
前
が
に
」の
調
査
研
究
の
拠
点
施
設

と
す
る
再
整
備
の
設
計
と「
越
前
が
に
」
に

関
す
る
飼
育
条
件
の
調
査
研
究
を
行
い
ま
す
。

●
商
店
街
の
魅
力
ア
ッ
プ

　

商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
朝
日
地

区
の
本
通
り
商
店
街
と
駅
前
通
り
商
店
街
な

●
地
球
温
暖
化
対
策
と
安
全
・
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
の
推
進

　

防
犯
灯
の
維
持
費
削
減
と
防
犯
施
設
の
整

備
を
支
援
す
る
た
め
、
区
が
管
理
す
る
既
設

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
へ
の
取
替
費
の
2

分
の
1
以
内
（
限
度
額
1
灯
当
た
り
2
万
円

か
つ
補
助
総
額
20
万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

●
消
防
施
設
の
整
備

　

消
防
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
鯖
江
・
丹

生
消
防
組
合
に
お
い
て
越
前
地
区
第
7
分
団

（
玉
川
）
の
消
防
ポ
ン
プ
車
車
庫
と
越
前
地

区
第
2
分
団
（
茂
原
・
白
浜
・
高
佐
）・
宮
崎

地
区
第
5
分
団
（
八
田
）
の
ポ
ン
プ
車
の
更

新
な
ど
を
行
い
ま
す
。

•
原
子
力
発
電
施
設
の
周
囲
30
㎞
圏
内
に
あ

る
織
田
病
院
の
原
子
力
災
害
対
策
と
し
て
、

緊
急
時
に
即
時
退
避
が
困
難
な
入
院
患
者

な
ど
の
た
め
、
屋
内
退
避
の
放
射
線
防
護

施
設
と
な
る
よ
う
に
建
物
を
改
修
し
ま
す
。

●
自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）の
普
及

　

自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
設

置
を
支
援
し
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
購
入
し
、
地

区
の
集
会
場
な
ど
に
設
置
す
る
区
に
対
し
、

1
地
区
1
台
に
つ
き
購
入
費
の
2
分
の
1
以

内
（
限
度
額
15
万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

●
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
の
防
止

　

イ
ノ
シ
シ
や
ニ
ホ
ン
ジ
カ
な
ど
の
有
害

獣
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、

有
害
獣
を
捕
獲
駆
除
し
た
区
に
対
し
、
駆
除

費
（
1
頭
当
た
り
7
千
円
）
や
電
気
柵
・
防
護

柵
の
購
入
費
の
一
部
（
2
分
の
1
以
内
）
を

補
助
し
ま
す
。

●
林
道
の
機
能
維
持

　

林
道
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
越
前
西

部
2
号
線
（
高
佐
地
係
）
の
法
面
保
護
を
実

施
し
ま
す
。

し
ま
す
。

•
国
県
道
で
は
、
国
道
３
０
５
号
（
厨
・
米

ノ
）
と
国
道
３
６
５
号
（
舟
場
〜
八
田
）

な
ど
の
道
路
改
良
を
進
め
ま
す
。

●
町
営
住
宅
の
長
寿
命
化

　

既
存
住
宅
の
耐
久
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、

西
田
中
駅
前
団
地
の
給
排
水
管
の
取
り
替
え

と
さ
ざ
ん
か
団
地
の
施
設
改
修
の
設
計
を
行

い
ま
す
。

●
災
害
に
強
い
水
道
の
整
備

　

緊
急
時
の
相
互
間
給
水
に
対
応
す
る
た
め
、

上
水
道
朝
日
地
区
（
佐
々
生
地
係
）
と
簡
易

水
道
宮
崎
東
部
地
区
（
蝉
口
地
係
）
の
区
間

に
送
水
管
を
布
設
し
ま
す
。

●
ご
み
の
減
量
化
と
資
源
化

　

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
の
減
量
化

と
資
源
化
を
進
め
る
た
め
、
生
ご
み
処
理

容
器
（
密
閉
バ
ケ
ツ
、
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
）、

電
動
式
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
16
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
織
田
病
院
の
機
器
更
新
と
施
設
改
修

•
織
田
病
院
の
高
度
医
療
機
器
を
整
備
す
る

た
め
、
磁
気
共
鳴
画
像
診
断
装
置
（
Ｍ
Ｒ

Ｉ
）
を
入
れ
替
え
ま
す
。

•
福
井
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
中
学
生
ホ
ッ

ケ
ー
大
会5月

3
日（
土
）〜
5
月
5
日（
月
）

•
北
信
越
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

6
月
6
日（
金
）〜
6
月
8
日（
日
）

•
北
信
越
全
国
高
等
学
校
体
育
大
会
ホ
ッ
ケ
ー

競
技
会6

月
20
日（
金
）〜
6
月
22
日（
日
）

•
北
信
越
国
民
体
育
大
会
ホ
ッ
ケ
ー
競
技

8
月
22
日（
金
）〜
8
月
24
日（
日
）

•
北
信
越
高
等
学
校
選
抜
ホ
ッ
ケ
ー
大
会

11
月
1
日（
土
）〜
11
月
3
日（
月
）

•
全
日
本
中
学
生
都
道
府
県
対
抗
11
人
制

ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

11
月
7
日（
金
）〜
11
月
9
日（
日
）

ど
の
老
朽
化
し
た
街
路
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路
灯

に
取
り
替
え
ま
す
。

●
空
き
店
舗
の
活
用
支
援

　

空
き
店
舗
の
解
消
に
よ
る
商
業
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、
空
き
店
舗
を
活
用
し
て
出
店

す
る
事
業
主
に
対
し
、
店
舗
運
営
費
と
店
舗

改
装
費
な
ど
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
道
路
の
整
備

•
町
道
の
安
全
な
交
通
と
冬
期
間
の
交
通
を

確
保
す
る
た
め
、町
道
で
は
、福
井
線（
小

倉
）・
宝
泉
寺
グ
ラ
ウ
ン
ド
線
・
気
比
庄
田

中
線
・
平
等
線
な
ど
を
改
良
す
る
と
と
も

に
、
小
曽
原
江
波
線
の
消
雪
設
備
を
整
備

磁気共鳴画像診断装置（MRI）西田中駅前団地

LED防犯灯

越前がにミュージアム

本通り商店街（西田中）

昨年の全日本中学生都道府県対抗
11人制ホッケー選手権大会

循
環
型
社
会
の
形
成

医
療
環
境
・

　

健
康
管
理
の
充
実

農
林
水
産
業
の
振
興

く
ら
し
の
安
全
確
保

ス
ポ
ー
ツ

　
　

活
動
の
支
援

商
工
業
の
振
興

生
活
基
盤
の
整
備
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第４５回全国高等学校選抜ホッケー大会第４５回全国高等学校選抜ホッケー大会
　３月２５日から３０日まで、岐阜県各務原市で、第４５回全国高等学校選抜ホッケー大会が開かれ、福井県からは丹生高校
の男女２チームが出場しました。
　男子は、初戦が岐阜各務野高校に９－１、２回戦が栃木県今市高校３－１と順調に勝ち進みました。準決勝の奈良県天
理高校との対戦では３－２と勝利し、接戦になりながらも昨年の選抜王者を破りました。決勝での対戦相手は強豪の島根県
横田高校となりましたが、大雨のため中止となり、丹生高校と横田高校の同校優勝となりました。
　女子は、初戦に京都府の須知高校との試合を２－０で快勝しました。２回戦は強豪の岩手県沼宮内高校と対戦しました。
前半を０－１と１点ビハインドで折り返し、後半に入ると追加点を決められ０－２。しかし果敢に攻め続け、久保選手がリバース
ヒットでシュートを決め１点を返しましたが、逆転には至らず１－２で破れ、ベスト８となりました。

丹生高校男子が44年ぶり2回目の優勝！  丹生高校女子がベスト8！

男子

１ 回 戦  丹　生 ９－１ 各務野

２ 回 戦  丹　生 ３－１ 今　市

準 決 勝  丹　生 ３－２ 天　理

決 　 勝  丹　生 　－　 横　田
決勝は大雨の為中止となり、同校優勝

女子

１ 回 戦  丹　生 ２－０ 須　知

２ 回 戦  丹　生 １－２ 沼宮内

試合結果
試合前の円陣

スピードに乗ったカウンター攻撃

前線から、素早いプレッシャーをかける

丹生高校男女ホッケー部　主将インタビュー丹生高校男女ホッケー部　主将インタビュー

優勝した丹生高校ホッケー部のみなさん

男子主将　近藤  辰徳さん
　今回、同校での優勝でしたが、結
果には満足しています。冬の間、
チームでフィジカルトレーニング
を積んだ成果を出すことができま
した。

　天理高校との試合では、途中で逆転されたときには少し
驚きました。でもこういった接戦の緊迫したゲームは、去
年のインターハイ、国体で経験している分落ち着いてプ
レーすることができました。夏のインターハイに向けて
は、今回優勝したことにおごらず、普段どおりプレーして
2連覇を目指します。

女子主将　上嶋  明日香さん
　今回の結果は、すごく悔しかった
です。2回戦が始まる前に、チーム
としてゲームプランを作って試合
に臨んだけれど、そのプラン通りに
はいきませんでした。シュートチャ

ンスやペナルティーコーナーのチャンスはたくさん作れ
ましたが、それらを決め切れなかった事が勝敗を分けまし
た。夏のインターハイに向けては、今回の反省を活かして、
シュート精度の向上、ペナルティーコーナーの決定力をつ
けることを目標にして、今回の大会での悔しさをバネに良
い結果を残せるようがんばりたいです。
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　4月1日に丹生分署で地域を守る消防団の辞令交付式が行われ、下記の皆さん
が新しく入団されました。

3月21日、丹生分署で春の火災予防運動週間に合わせた消防総合訓練を実施しました。

本体から出ているひもを引くかボタンを押したとき、警報音または音声が鳴れば正常です。
既に設置されているご家庭も、火災警報器が正常に作動するか、今一度確認してください。

近隣の皆さんには多数のご来場、ご理解とご協力を頂きありがとうございました。

（敬称略）

地　　区
入　　　団　　　者

分　団 氏　　　名

朝日地区

第３分団 堀　内　文　夫

第４分団
山　口　明　彦
青　木　裕　宗
吉　田　定　雄

第５分団 渡　邉　忠　司

織田地区
第３分団 上　野　将　生
第４分団 中　西　清　隆
第５分団 谷　口　晃　利

越前地区 第７分団
坂　本　泰　志
林　　　優　樹

地　　区
入　　　団　　　者

分　団 氏　　　名

宮崎地区

第１分団
武　藤　泰　宗
岩　原　政　一
向　當　敬　寛

第２分団
山　内　崇　史
中　島　貴　一

第３分団 近　藤　友　則
第４分団 黒　田　創一朗
第５分団 井　上　高　宏

越前消防団　入団者の紹介越前消防団　入団者の紹介

消防総合訓練を実施しました消防総合訓練を実施しました

住宅用火災警報器の点検を行いましょう。住宅用火災警報器の点検を行いましょう。

初期消火初期消火 放水活動放水活動 救助活動救助活動

あれっ？音が鳴らない…次のことを確認しましょう！
・電池はきちんとセットされていますか？
・電池の寿命が過ぎていませんか？

電池を交換しても鳴らない場合は本体の故障が考えられます。
本体の寿命は10年を目安とされています。

鯖江・丹生消防組合 ※丹生分署　　☎３６－０１１９
 ※朝日分遣所　☎３４－０１１９
 ※越前分遣所　☎３７－０１１９
鯖江・丹生消防ホームページ　http://www.fd-sabaenyu.jp/

問合せ先

平成25年度予算の下半期（3月31日現在）の執行状況などをお知らせします。

一般会計の収支の状況

特別会計・事業会計の収支の状況

予算規模

財産の現在高

会　　計 当初予算額 補正予算額 予算現額
一般会計 112億9,100万円 17億2,635万8千円 130億1,735万8千円
特別会計 68億3,281万6千円 9,397万2千円 69億2,678万8千円
事業会計 9億6,558万9千円 △382万1千円 9億6,176万8千円
合　　計 190億8,940万5千円 18億1,650万9千円 209億591万4千円

科　　目 予算現額
A

収入済額
B

収入率
B／ A

町 税 2,132,847 2,289,428 107.3%
地 方 譲 与 税 等 374,899 383,826 102.4%
地 方 交 付 税 6,162,916 6,450,413 104.7%
交通安全対策特別交付金 1,800 1,875 104.2%
分 担 金 及 び 負 担 金 359,935 327,873 91.1%
使 用 料 及 び 手 数 料 84,080 82,640 98.3%
国 庫 支 出 金 1,011,650 875,306 86.5%
県 支 出 金 1,219,597 474,268 38.9%
財 産 収 入 98,846 74,010 74.9%
寄 附 金 1,601 1,531 95.6%
繰 入 金 58,940 58,936 100.0%
繰 越 金 826,232 826,232 100.0%
諸 収 入 194,415 107,421 55.3%
町 債 489,600 0 0.0%
歳　 入　 合　 計 13,017,358 11,953,759 91.8%

会　計　名 予算現額
A

収入済額
B

収入率
B／ A

支出済額
C

支出率
C／ A

国民健康保険事業 2,349,745 2,186,783 93.1% 2,172,958 92.5%
介 護 保 険 事 業 2,342,645 1,912,670 81.6% 2,090,278 89.2%
後期高齢者医療事業 232,039 233,515 100.6% 210,741 90.8%
簡 易 水 道 事 業 451,550 264,536 58.6% 365,959 81.0%
公 共 下 水 道 事 業 1,035,322 333,768 32.2% 924,639 89.3%
集 落 排 水 事 業 361,284 189,924 52.6% 345,602 95.7%
温 泉 事 業 16,352 17,492 107.0% 14,369 87.9%
農林漁業体験実習館事業 28,767 17,725 61.6% 24,641 85.7%
宅 地 造 成 事 業 92,539 109,073 117.9% 92,530 100.0%
土地区画整理事業 16,545 0 0.0% 2,803 16.9%
合　　　　　  計 6,926,788 5,265,486 76.0% 6,244,520 90.2%

種　　　　　別 現在高

公  

有  

財  

産

土 地 2,748,980㎡
建 物 206,822㎡
山 林 1,629,476㎡
物 権 17,501㎡
有 価 証 券 1,500千円
出資による権利 642,707千円

基
金
一 般 会 計 5,345,436千円
特 別 会 計 100,780千円

町債の現在高

区　　　　　分 現在高
一 般 会 計 10,863,681千円

特
別
会
計

簡易水道事業 2,621,307千円
公共下水道事業 3,603,095千円
集落排水事業 1,651,463千円
温 泉 事 業 8,000千円

事
業
会
計

上 水 道 事 業 2,399,304千円
国民健康保険病院事業 817,332千円
合　　　　　計 21,964,182千円

会 計 名 区　分
収　　　入 支　　　出

予算現額
A

収入済額
B

収入率
B／ A

予算現額
C

支出済額
D

支出率
D／ C

上水道事業
収益的収支 283,619 283,020 99.8% 283,619 157,672 55.6%
資本的収支 31,375 21,720 69.2% 159,007 133,939 84.2%
合　　計 314,994 304,740 96.7% 442,626 291,611 65.9%

国民健康保
険病院事業

収益的収支 285,397 286,559 100.4% 284,307 278,946 98.1%
資本的収支 105,037 107,662 102.5% 234,835 234,830 100.0%
合　　計 390,434 394,221 101.0% 519,142 513,776 99.0%

※資本的収入が資本的支出に対し不足する分は損益勘定留保資金などで補てんしました。

科　　目 予算現額
A

支出済額
B

支出率
B／ A

議 会 費 107,220 105,901 98.8%
総 務 費 1,370,597 1,173,030 85.6%
民 生 費 3,252,117 2,739,509 84.2%
衛 生 費 956,611 752,227 78.6%
労 働 費 43,804 43,507 99.3%
農 林 水 産 業 費 1,269,473 518,029 40.8%
商 工 費 501,052 434,783 86.8%
土 木 費 1,338,019 499,033 37.3%
消 防 費 441,193 427,543 96.9%
教 育 費 1,395,221 1,122,133 80.4%
公 債 費 1,839,850 1,838,753 99.9%
諸 支 出 金 462,544 462,472 100.0%
予 備 費 10,000 0 0.0%
災 害 復 旧 費 29,657 8,269 27.9%
歳  出  合  計 13,017,358 10,125,189 77.8%

■歳入 （単位：千円）

■特別会計の収支の状況 （単位：千円）

■事業会計の収支の状況 （単位：千円）

■歳出 （単位：千円）

　平成25年度の「一般会計、特別会計、
事業会計の予算規模、収支の状況」と「財
産、町債の現在高」をお知らせします。
　収支の状況は3月31日現在の状況で
あり、出納整理期間（4月1日から5月
31日まで）の収支は含まれていません
ので、決算状況とは異なります。
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3
月
28
日
、
県
庁
で
高
齢
者
叙
勲
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
、

地
方
自
治
功
労
に
よ
り
間
所
一
士
さ
ん
（
小
曽
原
）
が
旭
日

単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

間
所
さ
ん
は
、
昭
和
46
年
か
ら
昭
和
50
年
と
昭
和
62
年
か

ら
平
成
7
年
ま

で
の
12
年
間
の

永
き
に
わ
た
り

宮
崎
村
議
会
議

員
を
務
め
ら
れ
、

町
の
発
展
に
大

き
く
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

　

4
月
19
日
、
織
田
地
区
で
越
前
町
交
通
指
導
員
会
（
織
田

地
区
）
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
り
、
地
元
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
皆
さ
ん
と
協
力
し
、
地
区
内
の
交
差
点
約
３
０
０
ヶ
所

に
施
さ
れ
た
「
と
ま

れ
」
の
文
字
や
足
型

マ
ー
ク
を
塗
り
な
お

し
ま
し
た
。

　

毎
年
行
っ
て
い
る

こ
の
事
業
も
37
年
間

継
続
さ
れ
、
歩
行
者

の
飛
び
出
し
事
故
防

止
に
現
在
も
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

旭
日
単
光
章
を
受
章　

間
所
一
士
さ
ん

あ
し
が
た
ペ
イ
ン
ト

　

交
通
安
全
を
心
が
け
て
も
ら
お
う

と
、
鯖
江
交
通
安
全
協
会
・（
社
）
福

井
県
自
家
用
車
協
会
鯖
丹
支
部
か
ら
、

小
学
校
と
中
学
校
の
新
一
年
生
の
皆

さ
ん
に
交
通
安
全
腕
章
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
真
剣

な
面
持
ち
で
腕
に
腕
章
を
着
け
て
い

ま
し
た
。

　

3
月
25
日
に
「
越

前
町
観
光
連
盟
設
立

総
会
」
が
開
か
れ
越

前
町
観
光
連
盟
が
誕

生
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
越
前
町

観
光
連
盟
が
中
心
と

な
り
、
豊
富
な
知
識

や
経
験
の
あ
る
各
地

区
観
光
協
会
と
共
に
、

越
前
町
観
光
を
本
格

的
に
推
進
し
て
行
き

ま
す
。

観
光
に
関
す
る
問
合
せ
先

　

越
前
町
厨　

越
前
観
光
会
館
内　

越
前
町
観
光
連
盟

　

☎
３
７ｰ

１
２
３
４　

Ｆ
Ａ
Ｘ
３
７ｰ

１
８
０
５

小
・
中
学
校
交
通
安
全
腕
章
配
布

越
前
町
観
光
連
盟
が
誕
生
し
ま
し
た

　

4
月
6
日
・
13
日
、
越
前
町
内
の
軟
式
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
4
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
第
8
回
越
前
町
長
杯
学
童
野
球

大
会
が
越
前
町
営
野
球
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
各
チ
ー
ム
の
交
流
と
学
童
軟
式
野
球
の
技
術
力

向
上
を
目
的
に
、
チ
ー
ム
総
当
た
り
リ
ー
グ
戦
を
行
い
ま
し

た
。
6
日
が
雨
に
よ
り
、
13
日
に
一
部
順
延
と
な
り
ま
し
た

が
、
選
手
た
ち
は
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮

し
、
随
所
に
好
プ
レ
ー
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
（
順
位
は
勝
敗
数
、
直
接
対

決
勝
敗
に
よ
り
決
定
）。

優　

勝　

朝
日
野
球
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　

少
年
団
（
5
連
覇
）

準
優
勝　

越
前
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ

第
3
位　

織
田
Ｊ
Ｂ
Ｃ

第
4
位　

宮
崎
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ズ

越
前
町
長
杯
学
童
野
球
大
会
で
朝
日
野
球

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
優
勝
し
ま
し
た
！

▲優勝した朝日野球スポーツ
　少年団の皆さん

　

3
月
19
日（
水
）、
朝
日
地
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
弥
生

大
会
が
越
前
町
営
野
球
場
で
開
か
れ
、
町
民
約
１
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
だ
肌
寒
い
天
気
の
中
、
寒
さ
に
負
け

な
い
く
ら
い
の
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
試
合
結
果
】

男
子　

優　

勝　

細
川　

一
男
（
朝　

日
）
61
打

　
　
　

準
優
勝　

桑
原　

博
宣
（
乙　

坂
）
71
打

　
　
　

3　

位　

堤　
　

邦
夫
（
気
比
庄
）
73
打

　
　
　

4　

位　

寺
岡　

金
治
（
朝　

日
）
75
打

　
　
　

5　

位　

橋
谷　

義
孝
（
西
田
中
）
75
打

女
子　

優　

勝　

春
木　

久
子
（
内　

郡
）
71
打

　
　
　

準
優
勝　

三
谷
ミ
ツ
江
（
西
田
中
）
75
打

　
　
　

3　

位　

荒
木　

桂
子
（
常　

磐
）
78
打

　
　
　

4　

位　

源
甲
斐
栄
子
（
新　

庄
）
79
打

　
　
　

5　

位　

山
下　

清
子
（
西
田
中
）
79
打

朝
日
地
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
弥
生
大
会

　

3
月
22
日
・
23
日
、
各
地

区
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
強
豪

36
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
福
井

県
営
体
育
館
で
第
31
回
福
井

県
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選

抜
新
人
戦
大
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　

越
前
町
か
ら
は
朝
日
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
が
鯖
丹
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表

と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

試
合
は
、
1
回
戦
・
2
回

戦
と
安
定
し
た
強
さ
を
見

せ
、
全
て
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち

で
準
決
勝
ま
で
進
出
し
ま
し

た
。
準
決
勝
で
は
、
今
大
会

優
勝
し
た
美
浜
レ
イ
ン
ボ
ー

キ
ッ
ズ
と
対
戦
し
惜
し
く
も

敗
れ
ま
し
た
が
、
堂
々
の
第

3
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

3
月
21
日
か
ら
23
日
に
か
け
て
、
第
48
回
西
日
本
6
人
制

ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
が
大
阪
・
鶴
見
緑
地
球
技
場
で
開
か

れ
、
福
井
県
か
ら
、
小
学
生
の
部
に
男
子
9
チ
ー
ム
・
女
子

6
チ
ー
ム
、
中
学
生
の
部
に
男
子
5
チ
ー
ム
・
女
子
4
チ
ー

ム
が
出
場
し
大
健
闘
し
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

小
学
男
子
1
部　

3
位　

朝
日
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

小
学
男
子
2
部　

３
位　

Echizen H
O
M
ES

2

小
学
女
子
1
部　

優
勝　

朝
日
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

中
学
男
子
1
部　

3
位　

朝
日
中
学
校

中
学
女
子
1
部　

3
位　

朝
日
中
学
校

中
学
女
子
2
部　

優
勝　

朝
日
ク
ラ
ブ

福
井
県
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
抜
新
人
戦
大
会

で
朝
日
バ
レ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
3
位
入
賞
！

第
48
回
西
日
本
6
人
制
ホ
ッ
ケ
ー
選
手

権
大
会
で
福
井
県
チ
ー
ム
が
大
健
闘
！

（1回戦）
朝日バレーボール
スポーツ少年団 2 21－ 721－14  0

南中山女子バレーボール
スポーツ少年団

【試合結果】

（2回戦）
朝日バレーボール
スポーツ少年団 2 21－1421－ 8  0

和田バレーボール
スポーツ少年団

（3回戦）
朝日バレーボール
スポーツ少年団 0 12－2114－21  2 美浜レインボーキッズ

▲第3位に輝いた朝日バレーボール
　スポーツ少年団の皆さん

　

越
前
町
空
き
家
利
活
用
検
討
委
員
会
の
検
討
結
果
を
ま
と

め
た
「
総
合
的
な
空
き
家
対
策
」
に
関
す
る
提
言
書
が
、
4

月
9
日
に
桝
谷
桝
一
委
員
長
よ
り
内
藤
町
長
へ
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

越
前
町
空
き
家
利
活
用
検
討
委
員
会
は
、
増
え
続
け
る
越

前
町
の
空
き
家
対
策
お
よ
び
利
活
用
に
つ
い
て
検
討
す
る
た

め
、
平
成
24
年
10
月
25
日
か
ら
検
討
委
員
会
を
7
回
、「
適
正

管
理
・
除
却
分
科
会
」
と
「
活
用
・
未

然
防
止
分
科
会
」
を
各
5
回
、
さ
ら
に

住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
2
回
開
催
し
、

空
き
家
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
町
民

を
交
え
、
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
提
言
書
は
、
空
き
家
が
増
加

す
る
こ
と
に
よ
り
多
く
の
社
会
問
題
が

生
じ
、
さ
ら
に
地
域
活
力
を
失
わ
せ
る

と
い
う
認
識
の
も
と
、
次
の
5
つ
の
視

点
を
基
本
と
し
、
そ
の
具
体
策
に
つ
い

て
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
総
合
的
な
空
き
家
対
策
」
に
関
す
る

提
言
書

 

〈
5
つ
の
視
点
〉

　

視
点
1 

空
き
家
の
実
態
お
よ
び
所

有
者
等
の
意
向
の
把
握

　

視
点
2 

空
き
家
の
予
防
化

　

視
点
3 

空
き
家
利
活
用
の
推
進

　

視
点
4 

管
理
不
全
状
態
空
き
家
の

未
然
防
止
（
適
正
管
理
）

　

視
点
5 

管
理
不
全
状
態
空
き
家
の

速
や
か
な
解
消
（
除
却
）

空
き
家
対
策
に
関
す
る
提
言
書
が

提
出
さ
れ
ま
し
た検　索空き家　提言書｜ 索

提言書は越前町のホームページでご確認いただけます。

越前町ホームページ
http://www.town.echizen.fukui.jp

越前町観光連盟組織体系について



え
ち
ぜ
ん
I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

広報えちぜん 12平成26年５月号13 広報えちぜん
平成26年５月号

課長
佐々木靖郎

課長補佐
北野宗昭

保健師
髙島幸恵・岡田明代

課員
牧野正克・佐々木岳大

保健衛生課

課長
加藤昭宏

課長補佐（農業）
松村徹治
課長補佐（林業）
津田豊申

課員
佐々木幸恵・上坂健一・北島崇行
水島友樹・木原尚裕・坂下哲哉
中西亜由美・森下智晴・吉田卓矢

農林水産課

課長
山谷芳一

課長補佐
髙木剛彦

課員
大矢康一・牛若千鶴・青山晴彦
水嶋康志郎

課付課長
菅原辰彦

（越前町観光連盟駐在）
課長補佐
新谷　満

課員
野　哲治・毛利裕昭

商工観光課

健　康
増進室

室長
近藤由美子

室長補佐
水嶋敬子

栄養士
榎本博美

課員
山﨑美保子・黒田麻里

室長補佐
出口博美

保健師
谷﨑美香世・南　七恵

水　産
振興室

室長（兼）
加藤昭宏

室長補佐（兼）
津田豊申

課員
三七広樹

産業理事
来田秋生

宮崎中央
保育所

所長
清水幸子

保育士
西村千香子・松葉雪枝・月田有香・
谷口万絵・木下祐子・酒井基圭

小曽原
保育所

所長
横田米子

保育士
井上佳津代・福岡沙織・与坂悠子・
三田村あずさ

朝　日
児童館

館長（兼）
吉田純子

次長心得
田邉香織

宮　崎
児童館

館長
上野正枝

織　田
児童館

館長
西栁千晴

山　中
児童館

館長（兼）
西栁千晴

地域包括
支援センター

所長（兼）
近藤由美子

次長
黒田とみ子

保健師
木下里美

介護福祉士
水島由紀

在宅介護
支援センター

所長（兼）
近藤由美子

次長（兼）
黒田とみ子

ホームヘルパー
掃部智子

高齢福祉課

課長
上野笑子

課長補佐
中上由美

課員
松島顕子・堀内文夫・谷口悦子
齋藤　尭
介護福祉士
姉﨑加奈子
ホームヘルパー
高橋浩子・網渕美春

事務補助員
春木明美
川上清恵

民　
　
　
　
　

生　
　
　
　
　

部　
　
　
　
　

門

産　

業　

部　

門

朝日子育て
支援センター

所長（兼）
吉田純子

次長心得（兼）
田邉香織

宮崎子育て
支援センター

所長（兼）
上野正枝

織田子育て
支援センター

所長（兼）
西栁千晴

議　会
議会事務局長
北野壽一

次長
鈴木恵美

総務課

課長
梅野秀一

課長補佐（人事）
友広家延

課長補佐（行政）
原　雅哉

課員
岡山克大・伊部由三・杉森　匡・山﨑充晃
清水拓郎・髙木浩輔・菱谷祐子
運転手
松村　修

まちづくり課 課長
杉本恭伸

課長補佐
林　和美

課員
佐々木貴久・中村英哲・藤野祐子

課長
武藤幹雄

課長補佐
佐々木直人

課員
水島伸也・安井正樹・坂下由美子企画財政課

監理課
課長
出口俊一 

課長補佐（施設）
水島博之
課長補佐（入札）
山口隆司

課員
久保義治・山内了輔・伊部茂幸
佐々木桂子・藤田智広・内藤　諭
古﨑竜司

防災安全課 課長
畑　雅樹

課長補佐
井上義宣

課員
小山さとみ・宮永裕次・畑　優器・松田貴之

住民課
課長
奥谷富治子

課長補佐
稲田明美

課員
森下亜希子・小道世知紀・森下千尋
鈴木亜紀子・駒野裕子・飛田莉奈江

子育て支援課 課長
吉田純子

課長補佐
古川智巳

課員
河瀬慎人・上野孝則・大鎌瑞奈・宮﨑みか

男女共同
参画室

室長（兼）
梅野秀一

室長補佐
佐々木由里

課員（兼）
髙木浩輔・菱谷祐子

社会福祉
支援室

室長
上坂明子

室長補佐
吉田直子

課員
上山和美・見谷理奈・和田幸也・髙松千鶴

工　事
検査室

室長（兼）
出口俊一 

室長補佐（兼）
山口隆司

課員（兼）
藤田智広・内藤　諭

税務課
課長
黒田三博

課長補佐
藤﨑健一

課員
後藤邦枝・竹澤朋恵・山田宗治・川嶋孝史
木村良太・下仲　翔・竹内史哉

納　税
推進室

室長
木本加代子

室長補佐
轟久美子

課員
高原利則・西　益男・加藤条太郎

朝日コミュニティ
センター

センター長(兼)
杉本恭伸

センター長補佐(兼)
林　和美

課員（兼）
藤野祐子

書記
笠川晃央

総務理事
河原　健

町　長
内藤俊三

副町長
野　賢一

民生理事
間所英樹

朝日中央
保育所

所長
佐藤千津子

保育士
竹内喜美・高原律子・青山美智代
谷口育代・堀　京子・小荒繁美
金本芳恵・近藤泰子

調理員
牛若順子

朝日西
保育所

所長
渡邉みき代

保育士
牧野由美恵・青山裕美・鈴木知恵

調理員
冨田とみゑ

朝日南
保育所

所長
玉邑弘子

保育士
芝田優子・永谷沙織・三村彰信

調理員
青山みや子

朝日北
保育所

所長
宮川和代

保育士
北島優子・中山貴世・齋藤忠良・佐々木葵

調理員
齊藤ひろみ

総　
　
　
　

務　
　
　
　

部　
　
　
　

門

民　
　

生　
　

部　
　

門

平成26年度  越前町職員組織図平成26年度  越前町職員組織図

平成26年4月1日付けで、人事異動を行いました。
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生涯学習課
課長
上野三千男

課長補佐
中村あい

課員
髙木裕見子・小西智弘・牧田千佳
大鎌延浩・増田佑馬・久保伶奈

スポーツ
振興課

課長
滝本正美

課長補佐
河合純子

課員
上坂佳一・水野義之・渡辺大作
竹内美幸・三谷元騎

生涯学習
センター

所長（兼）
上野三千男

課長補佐（兼）
中村あい

課員（兼）
髙木裕見子・小西智弘・牧田千佳
大鎌延浩・増田佑馬・久保伶奈

文　化
歴史館

館長(兼)
上野三千男

館長補佐
左近昭博

学芸員
堀　大介・小辻陽子・村上雅紀

図書館
館長
上坂光弘

司書
堤　和代

生涯学習センター
宮崎分館

館長（併）
武藤盛之

館長補佐（併）
谷口浩之

課員（併）
佐々木ひとみ・武田喜之
高原健二・小山喜世美

図書館
宮崎分館

館長（兼）
上坂光弘

司書
文室小百合

図書館
越前分館

館長（兼）
上坂光弘

司書
阿部祥子

図書館
織田分館

館長（兼）
上坂光弘

司書
安井明希子

生涯学習センター
越前分館

館長（併）
石田和也

館長補佐（併）
小河宗基

課員（併）
道畑直和・福澤秀一
中倉京子・柴矢昌美
牧田茂晴・正木俊行

生涯学習センター
織田分館

館長（併）
宇野與市郎

館長補佐（併）
山口和美

課員（併）
中村弘和・森﨑さゆり
森﨑千春・佐々木浩子
水島美奈

宮崎
学校給食
センター

所長（兼）
佐々木大輔
次長（併）
谷口浩之

調理員
吉田くみえ・木原ひとみ
西野ひとみ

越前
学校給食
センター

所長（兼）
佐々木大輔
次長（併）
小河宗基

運転手
神谷宗典

調理員
掃部満寿美・磯網美代子
調理員（兼）
神谷宗典

織田
学校給食
センター

所長（兼）
佐々木大輔
次長（併）
山口和美

運転手
三田村保夫

調理員
森川陽子・渡辺奈保美
調理員（兼）
三田村保夫

福井県
大橋伸也

(福)海楽園
小刀称治一

(福)越前町社会福祉協議会
酒井英則

(財)越前町公共施設管理公社
木村美枝子・青山秋彦
松本　淳・早坂英介
前田彰治

鯖江広域衛生施設組合
宮川泰昌

福井県地方税滞納整理機構（兼）
高原利則

福井県後期高齢者医療広域連合
渡邉三峰子

福井県丹南広域組合
河合　智・小辻和正

派 遣 職 員

教　
　
　
　
　

育　
　
　
　
　

委　
　
　
　
　

員　
　
　
　
　

会

学校教育課

課長
佐々木大輔

課長補佐
臥龍岡尊哉 

課員
岡田寿子・山田幸一・木原千晶
阪下倫夫・下仲順子・モハマドシャイリル
指導主事
大川伸介・渡邉進午

会　計　課 課長
山下和信

課長補佐
菅原多恵 

課員
間之口翠

課長
水谷英一

課長補佐（上水）
岡田正一
課長補佐（下水）
林　康彦

課員
清水英一・石川智美・竹内敏雄
黒﨑一哉・浜野宏次・川端雅旭
橘　研吾

上下水道課

室長
武藤盛之

室長補佐
谷口浩之

課員
佐々木ひとみ・武田喜之・高原健二
小山喜世美

宮崎住民
サービス室

センター長（兼）
武藤盛之

センター長補佐（兼）
谷口浩之

課員（兼）
佐々木ひとみ・武田喜之・高原健二
小山喜世美

宮　崎
コミュニティ
センター

住　宅
政策室

室長
牧田芳広

室長補佐
荒井基志

課員
尾澤正章・鷲田久憲・堤　真穂

国　際
交流室

室長（兼）
佐々木大輔

室長補佐（兼）
臥龍岡尊哉 

課員（兼）
下仲順子・モハマドシャイリル

建設理事
吉田治夫

会計管理者
向當一郎

朝日
学校給食
センター

所長（兼）
佐々木大輔
次長（兼）
臥龍岡尊哉 

調理員
宮川幸代・進士利栄・橋本弘美
相馬はるみ・大川好枝・田中久美子
京藤直美

建　設　課

課長
三田村和久

課長補佐（朝日･宮崎）
齋藤健治

課員
森﨑晃次・毛利章憲・安井俊幸
大橋直人・山本周二良・木村宏光
西端沙紀・上平圭太
技術補助員
小川　茂

課長補佐（越前･織田）
佐々木訟覚

建　

設　

部　

門

教　
　
　

育　
　
　

委　
　
　

員　
　
　

会

朝　日
小学校

用務員
堂下由起美

宮　崎
小学校

用務員
小倉美鶴

朝　日
中学校

用務員
馬谷まり子

越　前
中学校

用務員
水嶋万寿美

城　崎
小学校

用務員
濱野恵子

教育委員会事務局長
渡邉照夫

室長
石田和也

室長補佐
小河宗基

課員
道畑直和・福澤秀一・中倉京子
柴矢昌美・牧田茂晴・正木俊行

越前住民
サービス室

センター長（兼）
石田和也

センター長補佐（兼）
小河宗基

課員（兼）
道畑直和・福澤秀一・中倉京子
柴矢昌美・牧田茂晴・正木俊行

越　前
コミュニティ
センター

室長
宇野與市郎

室長補佐
山口和美

課員
中村弘和・森﨑さゆり・森﨑千春
佐々木浩子・水島美奈

織田住民
サービス室

センター長（兼）
宇野與市郎

センター長補佐（兼）
山口和美

課員（兼）
中村弘和・森﨑さゆり・森﨑千春
佐々木浩子・水島美奈

織　田
コミュニティ
センター

教育長
荒　明義
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ご
み
減
量
対
策
の
一
環
と
し
て
、
生
ご
み
処
理
容
器
（
密

閉
バ
ケ
ツ
、
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
）、
家
庭
用
電
動
式
生
ご
み

処
理
機
を
購
入
し
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
の
減
量

化
・
資
源
化
を
進
め
て
い
た
だ
け
る
人
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

・
生
ご
み
処
理
容
器
（
密
閉
バ
ケ
ツ
、
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
）

を
購
入
し
た
町
内
の
団
体
、
お
よ
び
個
人
に
対
し
て
、

購
入
費
用
の
3
分
の
2
以
内
（
た
だ
し
、
密
閉
バ
ケ
ツ

は 

２
，０
０
０
円
／
個 

を
上
限
、
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
は

１
０
，０
０
０
円
／
個 

を
上
限
と
し
ま
す
。）
を
助
成
し

ま
す
。

・
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
を
購
入
し
た
町
内
の
個
人
に
対
し

て
（
町
内
の
店
舗
で
の
購
入
に
限
り
ま
す
。）、
購
入
費
用

の
3
分
の
2
以
内
（
た
だ
し
、
４
０
，０
０
０
円
／
台 

を

上
限
と
し
ま
す
。）
を
助
成
し
ま
す
。

　

補
助
金
の
助
成
を
受
け
る
人
は
、
商
品
を
購
入
す
る
前
に

申
請
書
を
保
健
衛
生
課
へ
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
購

入
後
の
申
請
は
助
成
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　

保
健
衛
生
課　

☎
３
４ｰ

８
７
１
０

生
ご
み
処
理
容
器
、電
動
式
生
ご
み
処
理

機
の
購
入
補
助
金
制
度

日　
　

時　

5
月
25
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
4
時
（
雨
天
決
行
）

集
合
場
所　

越
前
町 

杖
立
（
上
糸
生
）

　
　
　
　
　
「
奥
糸
生
地
区
多
目
的
集
会
施
設
」（
旧
小
川
分
校
）

参
加
者　

越
知
山
を
愛
す
る
か
、
自
然
を
愛
す
る
人
（
た

だ
し
、
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

見
ど
こ
ろ　

①
美
し
い
ブ
ナ
林　

②
新
緑　

③
千
三
百
年
の

歴
史　

④
泰
澄
塾
生
の
史
跡
案
内
・
解
説

 

⑤
霊
水
…
長
寿
の
独
鈷
水　

⑥
山
頂
で
の
日
本

山
岳
会
主
催
「
泰
澄
祭
：
ラ
テ
ン
風
音
楽　

ト

ロ
ピ
カ
ー
ナ
ー
越
前
」

日　
　

程　

午
前
8
時
10
分　

受
付
開
始

午
前
8
時
30
分　

入
山
式

午
前
9
時　
　
　

出
発

午
前
11
時
30
分　

山
頂
到
着　

越
知
神
社
参
拝

正
午　

泰
澄
祭

　
　
　

昼
食

　
　
　

奥
の
院
散
策
な
ど

午
後
2
時　

下
山
開
始
（
原
則
と
し
て
元
の

コ
ー
ス
を
下
る
）

午
後
4
時　

下
山
、
解
散
（
旧
小
川
分
校
）

持
ち
物　

弁
当
、水
筒
、お
や
つ
、雨
具
、軍
手
、防
寒
具

そ
の
他　

事
前
申
し
込
み
、参
加
費
は
不
要
で
す
。
ま
た
、

当
日
は
登
山
に
ふ
さ
わ
し
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。
主
催
者
側
で
ス
ポ
ー
ツ
保
険
に
参
加

者
全
員
分
加
入
し
て
い
ま
す
が
、
事
故
や
怪
我

は
各
自
の
責
任
と
し
て
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

ゆ
っ
く
り
楽
し
く
登
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先　

越
知
山
泰
澄
塾
事
務
局　

☎
３
４ｰ

１
３
３
０

　
　
　
　
　

携
帯
０
９
０ｰ

７
０
８
１ｰ

６
７
３
２

第
26
回
越
知
山
泰
澄
ウ
ォ
ー
ク
の
ご
案
内

　

4
月
4
日
、
公
益
社
団
法
人　

小
さ
な
親
切
運
動
福
井
県

本
部
越
前
支
部（
代
表　

高
橋
健
一
さ
ん
）か
ら
朝
日
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
車
い
す
1
台
が
寄
贈
さ
れ
、
訪
れ
た
人

が
利
用
し
や
す
い
よ
う
正
面
玄
関
入
口
内
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
訪
れ
た
越
前
支
部
事

務
局
の
方
は
、「
新
し
く
オ
ー
プ

ン
し
た
朝
日
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
、
ぜ
ひ
役
立
て
て
欲

し
い
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

朝
日
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
車
い
す

　

町
で
は
、
未
婚
率
上
昇
の
抑
制
や
若
者
の
本
町
へ
の
定
住

促
進
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
若
者
出
会
い
交
流

応
援
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

町
内
か
ら
柔
軟
な
発
想
に
よ
る
幅
広
い
企
画
提
案
を
募
集

し
、
審
査
を
経
て
採
択
さ
れ
た
企
画
を
実
施
す
る
団
体
に
補
助

金
を
交
付
す
る
こ
と
で
、
独
身
者
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
新
た

な
出
会
い
の
場
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

○
支
援
の
対
象
と
な
る
団
体
の
要
件

　

町
内
に
活
動
の
本
拠
地
を
有
し
、
営
利
を
目
的
と
せ
ず

に
結
婚
支
援
活
動
を
行
う
団
体

○
募
集
件
数
お
よ
び
補
助
金
額

1
件
（
応
募
複
数
の
場
合
、
審
査
を
行
う
）

10
万
円
を
上
限
と
す
る

○
支
援
対
象
と
な
る
事
業

・
独
身
男
女
の
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
事
業

・
独
身
男
女
の
交
流
を
促
進
す
る
事
業

※
町
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
独
身
者
の
参
加
が
、
10

人
以
上
見
込
ま
れ
る
も
の

○
申
込
期
限

　

6
月
30
日（
月
）

　

詳
し
く
は
子
育
て
支
援
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

子
育
て
支
援
課　

☎
３
４ｰ

８
７
２
５

若
者
出
会
い
交
流
応
援
事
業
実
施
団
体
の
募
集

　

交
通
安
全
協
会
で
は
運
転
免
許
を

持
っ
て
い
る
人
を
対
象
に
、
交
通
事
故

防
止
と
運
転
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
る
こ

と
を
目
的
に
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

※
当
日
は
受
講
カ
ー
ド
を
必
ず
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
表
彰
の
申
請
を
す
る

場
合
、
5
年
間
に
3
回
以
上
（
1
年

に
1
回
）
の
受
講
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
先　

鯖
江
交
通
安
全
協
会

　
　
　
　
　

☎
５
２ｰ

８
０
４
０

運
転
者
講
習
会
を
受
講
し
よ
う
！

特定公共賃貸住宅家賃の改正について
　朝日団地Ｂ棟内に中堅所得者向けの住宅が3戸ありま
すが、この度、民間住宅家賃との均衡を図るため、家賃
の見直しを行いました。
　部屋情報・家賃額については次のとおりです。
〈部屋情報〉　対象住宅　朝日団地B棟
　　　　　　部屋番号　104・204・304号室
　　　　　　住　　所　越前町朝日第2号15番地2
　　　　　　建設年度　平成11年
　　　　　　構　　造　中層耐火　3階建
　　　　　　部　　屋　2DK（72.2㎡）
〈家 賃 額〉　月額家賃　改定前　56,300円
　　　　　　　　　　　改定後　47,800円
　　　　　　施 行 日　平成26年4月1日

県
道
寺
朝
日
線

主
要
地
方
道
福
井
朝
日
武
生
線

町
道
中
央
線

至
宮
崎

至
織
田

至
越
前
市

至
鯖
江
市

至上川去区

国道417号

至福井市

至宇田区

越前町
役場

鯖江警察署
丹生分庁舎

越前町営
球場

朝日
団地

問合せ先
住宅政策室　☎34 ｰ 8727

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
26
年
度
新
採
用
職
員

　

3
月
31
日
付
け
で
教
育
委
員
会
委
員
に
島
田
雅
子
さ
ん
が

任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
開
催
さ
れ
た
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
委
員

長
、
同
職
務
代
理
者
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。（
敬

称
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　

寺 

阪  　
 

眞　
（
内
郡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
職
務
代
理
者

　
　
　
　
　
　
　
　

春 

木  

誠 

一　
（
内
郡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
委　

員

　
　
　
　
　
　
　
　

島
田　

雅
子　
（
茂
原
） 

　
4
月
か
ら
新
た
に
町
の
職
員
と
し
て
、
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
町
民

の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
防
災
安
全
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
田　

貴
之

　

4
月
か
ら
新
た
に
13
人
の
先
生
が
町
外
か
ら
着
任
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

新
赴
任

職  

名

氏　
　

名

旧
所
属

朝
日
小

教　

諭

木
下　

友
希

鯖
江
市
立
惜
陰
小
学
校

〃

教　

諭

栁
生　

香
奈

新
採
用

糸
生
小

教　

諭

渡
辺　

慶
子

永
平
寺
町
立
松
岡
中
学
校

〃

養
護
教
諭

水
野　

靜
香

越
前
市
立
北
日
野
小
学
校

宮
崎
小

教　

諭

笠
島　

克
也

鯖
江
市
立
豊
小
学
校

〃

教　

諭

山
本　

洋
介

新
採
用

朝
日
中

教　

諭

高
松
三
七
子

鯖
江
市
立
東
陽
中
学
校

〃

教　

諭

高
橋　

和
人

鯖
江
市
立
鯖
江
中
学
校

〃

教　

諭

笹
井　

春
奈

新
採
用

宮
崎
中

教　

頭

藤
本　

正
人

丹
生
高
等
学
校

越
前
中

教　

諭

阪
口　

和
彦

福
井
市
立
光
陽
中
学
校

〃

教　

諭

花
川　

真
衣

新
採
用

織
田
中

校　

長

岩
﨑　

紳
二

福
井
大
学
付
属
中
学
校

地  区 開　催　日 時　　間 場　　所

越  前 5月23日（金） 19：00～ 20：30 越前サブコミュニティセンター（梅浦）
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越前町が10歳の誕生日を迎えます
　本町は、平成27年2月1日に合併10周年を迎えます。この節目の年に、将来に向かって町の飛躍につな
がる記念事業を実施し、町の魅力を町内外に発信するため、昨年度から、越前町合併10周年記念事業実行
委員会などで計8回の会議を重ね検討した結果、次の記念事業を開催することとなりました。

　記念事業の詳細につきましては、今後も実行委員会などで
協議し、町広報誌、ホームページなどでお知らせいたします。
　その他、越前町恒例のイベントを10周年記念の冠事業と
して位置づけ、越前町の魅力を町内外に広くPRしていきます。
全町一丸となって大いに盛り上げたいと思いますので、町民
の皆さんのご参加、ご協力をお願いします。

記　念　事　業 開　　催　　日 内　　　　　容

1 ミラクルエレファンツ
公式戦「越前町の日」 平成26年 7 月 20 日 （日） 丹南総合公園野球場で

ミラクルエレファンツ公式戦1試合を開催

2 越前産業フェア 平成26年 10 月 18 日 （土）
　　　 ～ 10 月 19 日 （日）

ステージイベント、新メニューコンテスト、
食べ物横丁ほか

3 越前町ふれあい
ウォークラリー 2014 平成26年 10 月 19 日 （日） 自然や歴史とふれあえるコースで

ウォーキング

4 越前町総合美術展 平成26年 11 月 1 日 （土） 
　　　 ～ 11 月 3 日 （月） 文化講演会、音楽祭選抜美術展ほか

5 NHK番組招致 平成26年 11 月 14 日 （金） NHKラジオ「上方演芸会」公開収録

6 記念式典 平成27年 2 月 1 日 （日） アトラクション、町政功労者表彰、
町民音頭披露ほか

（※開催日、内容については、5月1日時点での予定であり、今後変更になる場合があります。）

国際交流室から一言国際交流室から一言
A  word  from  the  international  arena...
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畜
犬
（
飼
い
犬
）
は
法
律
に
よ
り
、

登
録
と
年
1
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
5
月

14
日（
水
）・
21
日（
水
）
に
次
の
日

程
に
て
町
内
各
地
で
狂
犬
病
予
防
集

合
注
射
を
実
施
し
ま
す
。
動
物
病

院
で
、
狂
犬
病
予
防
注
射
の
接
種
お

よ
び
注
射
済
票
の
交
付
が
ま
だ
の
人

は
、
い
ず
れ
か
の
場
所
で
必
ず
受
け

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

保
健
衛
生
課　

☎
３
４ｰ

８
７
１
０

◎会場に犬が多く集まりますと、吠えたり興奮したりなど管理上の問題が予想されます。お年寄りや小さなお子さん
だけのご来場はなるべく控え、犬を保定できる人が申請をお願いします。

◎最近、飼い主のモラルが問われています。ペットは飼い主を選べません。愛情と責任を持って飼いましょう。また、
周囲に迷惑をかけることなく、快適にペットと暮らすためにも適切なしつけをしましょう。ふん尿などは、適切に
処理し、周囲の環境保全に努めましよう。

◎もし飼い犬が死亡し、役場に死亡の報告を行っていない飼い主さんがいましたら、役場保健衛生課もしくは各コミュ
ニティセンターに死亡届を提出してください。

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
！

【持参物】
 1  印鑑
 2  登録・注射に必要な料金
 3  案内ハガキ
 4  狂犬病予防注射済証明書
　  （既に注射を済ませた場合）

【日時・会場】
月　日 実　施　場　所 時　　間

5月14日
（水）

朝寿殿前駐車場 9：00～ 10：30
小倉多目的集会施設 11：00～ 12：00
宮崎コミュニティセンター 13：30～ 15：00
若竹荘西側駐車場 15：30～ 16：30

5月21日
（水）

越前サブコミュニティセンター 9：00～ 10：00
越前コミュニティセンター 10：30～ 12：00
織田コミュニティセンター 13：30～ 15：00
萩野生活改善センター 15：30～ 16：30

【料金表】 （単位：円）

登録手数料 予防注射
料金

注射済票
交付手数料 計

3,000 2,450 550
新たに登録する犬 ○ ○ ○ 6,000
既に登録済みの犬 ○ ○ 3,000
既に注射、登録済みの犬 ○ 550

国際交流体験の発表会を開催しました 平成26年度会員を
募集しています！

　越前町国際交流協会 (E I A) の活動は、町民の皆
さんによって支えられています。当協会は、青少
年における国際交流事業の他に、町内での交流イ
ベントや語学講座なども取り組んでいます。こう
した活動をとおし、グローバルな視野を持つ越前
町の青少年育成と町民の多文化共生の意識醸成や
異文化を相互に理解し合う社会の浸透を図ってい
ます。皆さんのご参加とご支援をお願いします。

特　　典　①E I A 新聞（年2回発行）の提供
　　　　　②協会主催事業（語学講座など）の
 　　参加費割引

会　　費　個人会費　1,000円
　　　　　団体会費　5,000円
　　　　　小中高生　無料

申込み・問合せ先
越前町国際交流協会
（越前町教育委員会　国際交流室内）
E-mail：kokusai@town.echizen.lg.jp
〒916-0147　越前町内郡13-19-3
☎34-8713　FAX : 34-2720

　4月12日、織田コミュニティセンターで行った当協会の総
会の後、国際交流事業参加者による発表会が開かれました。
　発表者の上坂日花里さん（宮崎小6年）、角木恭子さん（四ヶ
浦小6年）と勝見凜さん（四ヶ浦小6年）の3人は、タイとのほ
ほえみ交流事業に参加し、現地での学校生活やホームステ
イで感じた、タイの小学生の礼儀正しさや積極性ついて発表
し、これからも国際交流を続けたいという意欲を話しました。
　また、岡本悠さん（朝日中3年）は、米国からの中学生を受け
入れた経験から、ホストファミリーとしての楽しさや、実際
に感じた言葉の壁や意思疎通の難しさを発表し、受け入れる
ときのアドバイスを語りました。
　最後に、村上唯子さん（高志高2年）は中学生時代に参加し
たオーストラリアへの派遣事業で、東日本大震災直後だった
ことから、日本を心配してくれる人々の心遣いに感銘を受け
たことや、国際交流事業
での経験が、自分の進路
に与えた影響について話
しました。
発表者の皆さんは、来場
者からの質問にも答え、
会場の皆さんから温かい
拍手が送られました。

　只今、町民音頭の歌詞フレーズを募集
しています。詳しくは越前町役場 総務課
（34－8700）にお問い合わせいただく
か、越前町ホームページ（http://www.
town.echizen.fukui.jp）をご覧ください。

平成25年度 工事等発注一覧（250万円以上） 3月16日～3月31日
工　事　等　名 請負金額 請負業者名 主 管 課

平成25年度農山漁村活性化プロジェクト支援交付金
平等地区第６号工事 33,495,000 円 オタ建設㈱ 農林水産課

平成25年度農山漁村活性化プロジェクト支援交付金
平等地区第７号工事 22,890,000 円 オタ建設㈱ 農林水産課

特設人権相談所を開設します。　6月1日（日）は人権擁護委員の日です
　自分の人権、他人の人権守られていますか？
　期間中、特設人権相談所を開設します。これは人権問題ではないかと感じたり、困りごとや心配事がありましたら、
お気軽にご相談ください。相談はわかりやすく親切に行われます。秘密は厳守されますので安心してご相談ください。

※あわせて小学生人権ポスターコンテストの作品を織田ショッピングセンターメルシのロビーに展示します。
　（5月24日～6月1日） 問合せ先　福井地方法務局　武生支局　☎22－0194

相　談　員　丹生地区人権擁護委員（敬称略）
織田地区 宇野　格士 杉森　保子
越前地区 河本　正則 樟本　和江

日程・場所　6月1日（日）
　　　　　　越前コミュニティセンター

時　　　間　午前9時～午後4時
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今年で３４回目を迎える「越前陶芸まつり」は、５月２４・２５・２６日の３日間、越前陶芸村にて
開催され、県内外から約１０万人もの人出で賑わう県内屈指のまつりです。

終日イベント開催
越前陶芸村

（最終日は16：00まで）
9：00～17：00

会 場

時 間

「越前焼」陶器市「越前焼」陶器市 毎年多くの人で賑わうメインイベントの陶器市。県内窯元が一挙集結。この３日間は、
窯元の新作をはじめ、数多くの越前焼が市価の２～３割引でお買い求めいただけます。

5 24    ～26土 月

5 24  土 5 25  日

◆ 特産品バザー・越前伝統工芸品販売コーナー
　 たけのこ茶屋
◆ 越前焼輪投げコーナー［芝生広場］
◆草月会福井県支部いけばな展
草月陶房40年を祝して 越前の器と花の舞
［越前陶芸村文化交流会館ホール］  

 
●10：00～17：00（最終日は16：00まで）

◆
 
Coin Café 越前焼で珈琲時間［越前陶芸村文化交流会館ロビー］

◆

 ［第２公園］●10：00～16：00
［ 　 雨天時：炎ぼの館および越前陶芸村文化交流会館］

◆ 舞台発表・郷土芸能発表
　北浜みさき歌謡ショー
   ［特設ステージ］
◆ 越前ブランド
　 スペシャルオークション
   ［特設ステージ］
◆ 越前町合併10周年記念  紅白餅の振る舞い
   ［特設ステージ］
　●振る舞い時間（予定）
        １回目11：00～ ２回目14：00～ ３回目16：00～

10   周年記念   周年記念

 さつきあげ茶会 さつきあげ茶会◆ 開催式［特設ステージ］ ●９：00～
◆ やきものオークション［特設ステージ］
　 ●12：00～13：30

◆ 雪んこ餅つき［越前陶芸村文化交流会館前］
　●１回目11：00～　●２回目14：00～
◆ ＦＢＣラジオ公開生放送 ●13：00～

　　　　　　　　        ［特設ステージ］

　  嶋三喜夫 ● ）定予（ 03：41～01：41

　  水田竜子 ● ）定予（ 00：51～03：41

　  小金沢昇司 ● ）定予（ 54：51～00：51

歌謡ショー歌謡ショー

◆ ４月19日～６月29日
　 
　 沼田一雅・船津英治・高山泰造・川俣征［福井県陶芸館］
◆ 青空絵付教室
　 電動ロクロ体験・ねんど広場［福井県陶芸館前］
◆ ５月24・25日
　 薪窯焼成見学［県工業技術センター窯業指導所横「越前窯」］
　 ワクワクこどもあそびコーナー［第２公園］
　 窯元めぐりスタンプラリー［総合案内所］

 陶彫ってスバラシイ 陶彫ってスバラシイ新規収蔵品展新規収蔵品展

小金沢昇司

嶋三喜夫

水田竜子

北浜みさき

で
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越前陶芸まつり実行委員会　 ☎32－2000問合せ先

※中学生や高校生もスポーツ少年団に加入できます。

一人でも多くの青少年にスポーツの歓びを！

　スポーツをとおして交流の輪を広げてみましょう。
　まずは気軽に練習を見学してみてはいかがですか。練習場所と時間はお問い合わせください。
　また、新しくスポーツ少年団を登録して活動することもできますので、お気軽にお問い合わせください。
　なお、団の登録申請期限は6月27日（金）までとなっておりますのでご注意ください。
　（複数の団に登録して活動することも可能です。）

スポーツ少年団に加入してみませんか！

越前町スポーツ少年団事務局 （越前町生涯学習センター スポーツ振興課）　☎34－8730問合せ先

バレーボール
朝日 朝 　 日

宮崎
宮崎男子
宮崎少女

越前
四 ヶ 浦
城 　 崎

織田
越前男子JVC
織田女子

野　　球
朝日 朝 　 日
宮崎 宮 　 崎
越前 越 　 前

織田 織 　 田
織田中学

ホッケー

朝日
朝 　 日
常 　 磐
糸 　 生

織田 エチゼンホームズ

剣　　道
朝日 朝 　 日
越前 越 　 前
織田 織 　 田

キックボクシング
朝日 ボーイジム

空　　手
朝日 朝 　 日

ミニバスケット

宮崎 宮崎少年
宮崎少女

卓　　球

朝日 朝 　 日
糸 　 生

織田 織 　 田

複合（複数種目）
織田 萩 　 野
計：27団

2014年

5月 電話番号
（市外局番：

0778）
1 2 3 4 5 6 7 8 9

木 金 土 日 月 火 水 木 金

朝
日
地
区

泰澄の杜 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 34 ｰ 2322
福井総合植物園プラントピア ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 34 ｰ 1120
越前町ふるさと特産加工場 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 34 ｰ 0637
道の駅「パークイン丹生ヶ丘」 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 34 ｰ 2850
幸若苑 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 39 ｰ 2095

越
前
地
区

越前温泉露天風呂「日本海」 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 39 ｰ 1126
越前温泉露天風呂「漁火」 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

37 ｰ 2360
アクティブハウス越前 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
越前がにミュージアム ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 37 ｰ 2626
越前岬水仙ランド ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 37 ｰ 2501
道の湯 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 37 ｰ 2260
なぎさの湯 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 37 ｰ 0637

織
田
地
区

オタイコ・ヒルズ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 36 ｰ 2061
悠久ロマンの杜 ･朋楽の里 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 36 ｰ 2050
織田文化歴史館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 36 ｰ 2288
雨田光平記念館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 36 ｰ 2666

宮
崎
地
区

花みずき温泉「若竹荘」 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 32 ｰ 2753
おもいでなファーム ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 32 ｰ 3545
越前陶芸村文化交流会館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 32 ｰ 3200
福井県陶芸館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 32 ｰ 2174
陶寿園 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 32 ｰ 3105

○ 通常営業　　× 休館

ゴールデンウィーク期間営業案内

【
植
物
園
の
日
】

　

5
月
4
日
（
日
・
み
ど
り
の
日
）
は
「
植
物
園
の
日
」
で
す
。

　

特
別
企
画
と
し
て
、
園
内
観
察
会
・
工
作
教
室
な
ど
を
開

催
し
ま
す
。

　

期　
　

日　

5
月
4
日（
日
）

【
高
橋
千
鶴
子
卒
寿
展
・
彩
の
会
展
】

　

草
木
染
の
講
師　

高
橋
千
鶴
子
先
生
の
卒
寿
を
記
念
し

て
、草
木
染
・
織
の
作
品
展
示
と
期
間
中
に
藍
染
め
教
室
（
要

予
約
）
や
講
演
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。
見
事
な
作
品
が
勢

揃
い
し
ま
す
。

　

期　
　

間　

5
月
22
日（
木
）〜
5
月
26
日（
月
）

【
開
園
記
念
の
日
】

　

開
園
記
念
の
日
と
し
て
、
無
料
開
園
し
ま
す
。
花
苗
配
布

（
数
量
限
定
に
つ
き
先
着
順
）

　

染
物
教
室
（
要
予
約
）
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
植
物
に
親
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

期　
　

日　

5
月
31
日（
土
）、
6
月
1
日（
日
）

　

場　
　

所　

福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア

　

開
園
時
間　
午
前
9
時
〜
午
後
５
時（
入
園
は
午
後
４
時
ま
で
）

（
各
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
日
程
な
ど
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

　

入
園
料　

大　

人
３
０
０
円　

中
高
生
２
０
０
円

　
　
　
　
　
　

小
学
生
１
０
０
円

（
開
園
記
念
の
日
の
み
無
料
開
園
・
草
木
染
教

室
、
工
作
教
室
は
材
料
費
が
か
か
り
ま
す
。）

問
合
せ
先

　

福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア　

☎
３
４ｰ

１
１
２
０

プ
ラ
ン
ト
ピ
ア
春
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
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悠
久
の
ロ
マ
ン
を
感
じ
、
輝
け
る
越
前
の
歴
史
・
文
化
を

知
ろ
う
。
そ
し
て
、
後
世
に
語
り
継
ご
う
。

　

越
前
発
信
・
地
域
密
着
型
、
越
前
学
講
義
。

　

身
近
な
歴
史
・
文
化
・
自
然
を
題
材
に
、
越
前
を
語
る
。

名
誉
塾
長　

梅
原　

猛
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
顧
問
）

塾　
　

長　

内
藤
俊
三
（
越
前
町
長
）

講　
　

師　

堀　

大
介
（
越
前
町
教
育
委
員
会
学
芸
員
）

　
　
　
　
　

小
辻
陽
子
（
越
前
町
教
育
委
員
会
学
芸
員
）

　
　
　
　
　

村
上
雅
紀
（
越
前
町
教
育
委
員
会
学
芸
員
）

　
　
　
　
　

松
本　

淳
（
福
井
総
合
植
物
園
園
長
）

外
部
講
師　

橋
本
直
視
（
宮
崎
観
光
協
会
事
務
局
長
）

　
　
　
　
　

古
川　

登
（
福
井
市
教
育
委
員
会
文
化
課
主
幹
）

　
　
　
　
　

御
嶽
貞
義
（
福
井
県
教
育
庁
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
主
任
）

　
　
　
　
　

山
内
孝
紀
（
越
前
手
仕
事
文
化
交
流
会
事
務
局
）

　
　
　
　
　

山
口
信
嗣
（
元
朝
日
町
誌
編
纂
室
長
）

　
　
　
　
　

吉
澤
康
暢
（
福
井
市
自
然
史
博
物
館
館
長
）

定　
　

員　

先
着
50
人

募
集
対
象　

18
歳
以
上

募
集
期
間　

5
月
1
日（
木
）〜
14
日（
水
）

申
込
方
法　

左
記
連
絡
先
に
電
話
で
申
込
み

　
　
　
　
　
（
7
、
12
日
休
館
日
）

参 

加 

費　

３
，０
０
０
円

問 

合 

先　

織
田
文
化
歴
史
館　

☎
３
６ｰ

２
２
８
８

講
義
1　

越
前
国
府
は
ど
こ
に
あ
っ
た
か
？

　

講
師　

堀
大
介

　

期
日　

平
成
26
年
5
月
17
日（
土
）

　

場
所　

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内
容　

古
代
越
前
国
府
の
所
在
地
は
い
ま
だ
に
謎
で
あ
る
。

武
生
説
、
味
真
野
説
、
敦
賀
説
な
ど
諸
説
あ
る
が
、

越
前
町
の
歴
史
を
踏
ま
え
た
う
え
で
私
見
を
提
示

平
成
26
年
度
越
前
学
悠
久
塾
塾
生
募
集

し
、
関
所
で
あ
る
愛
発
関
の
所
在
地
に
つ
い
て
も

考
え
る
。

講
義
2　

釈
迦
八
相
涅
槃
図
と
ブ
ッ
ダ
最
後
の
旅

　

講
師　

村
上
雅
紀

　

期
日　

平
成
26
年
6
月
21
日（
土
）

　

場
所　

織
田
文
化
歴
史
館

内
容　

ブ
ッ
ダ
最
後
の
旅
に
ま
つ
わ
る
経
典
の
検
討
を
通

じ
て
、
釈
迦
八
相
涅
槃
図
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
る
。

講
義
3　

越
前
町
の
産
業
と
植
物

　

講
師　

松
本
淳

　

期
日　

平
成
26
年
7
月
19
日（
土
）

　

場
所　

福
井
総
合
植
物
園

内
容　

か
つ
て
は
越
前
町
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、

現
在
は
行
っ
て
い
な
い
植
物
生
産
や
植
物
を
使
っ

た
産
業
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

講
義
4　

越
前
町
の
民
俗
習
慣
そ
の
１

　

講
師　

小
辻
陽
子

　

期
日　

平
成
26
年
8
月
９
日（
土
）

　

場
所　

織
田
文
化
歴
史
館

内
容　

日
常
生
活
の
中
の
火
に
関
す
る
行
事
、
も
し
く
は

か
つ
て
火
に
か
か
わ
り
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
行

事
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

講
義
5　

越
前
町
の
地
質
と
化
石

　

講
師　

吉
澤
康
暢

　

期
日　

平
成
26
年
9
月
20
日（
土
）

　

場
所　

福
井
総
合
植
物
園

内
容　

越
前
町
を
含
め
た
丹
生
山
地
の
地
質
の
特
徴
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。

講
義
6　

幸
若
舞
と
越
前
町

　

講
師　

山
口
信
嗣

　

期
日　

平
成
26
年
10
月
18
日（
土
）

　

場
所　

織
田
文
化
歴
史
館

内
容　

戦
国
時
代
、
織
田
信
長
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の

戦
国
大
名
に
愛
さ
れ
た
芸
能
・
幸
若
舞
は
、
越
前

町
で
生
ま
れ
た
。
そ
の
歴
史
に
つ
い
て
語
る
。

講
義
7　

越
前
町
の
民
俗
習
慣
そ
の
２

　

講
師　

小
辻
陽
子

　

期
日　

平
成
26
年
11
月
15
日（
土
）

　

場
所　

織
田
文
化
歴
史
館

内
容　

祭
り
や
行
事
を
支
え
て
き
た
大
人
や
子
ど
も
の
集

団
と
そ
の
変
化
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

講
義
8　

福
井
城
跡
の
発
掘
調
査
に
つ
い
て

　

講
師　

御
嶽
貞
義

　

期
日　

平
成
26
年
12
月
20
日（
土
）

　

場
所　

織
田
文
化
歴
史
館

内
容　

福
井
城
跡
の
発
掘
調
査
を
通
じ
て
分
か
っ
た
成
果

に
つ
い
て
解
説
し
、
関
連
す
る
越
前
町
の
歴
史
に

つ
い
て
も
触
れ
る
。

講
義
9　

座
談
会　

越
前
焼
の
歴
史
と
未
来

　

講
師　

橋
本
・
山
内
・
堀
・
村
上
・
松
本

　

期
日　

平
成
27
年
１
月
17
日（
土
）

　

場
所　

織
田
文
化
歴
史
館

内
容　

越
前
焼
の
歴
史
や
最
新
の
調
査
成
果
を
ふ
ま
え
、

産
業
と
し
て
の
越
前
焼
の
可
能
性
に
つ
い
て
語
り

合
う
。

講
義
10　

座
談
会　

越
前
の
地
場
産
業

　

講
師　

山
口
・
古
川
・
堀
・
村
上
・
松
本

　

期
日　

平
成
27
年
２
月
21
日（
土
）

　

場
所　

織
田
文
化
歴
史
館

内
容　

町
内
に
は
古
く
か
ら
続
く
多
様
な
産
業
が
存
在
す

る
。
そ
れ
ら
産
業
が
形
成
さ
れ
た
背
景
に
目
を
む

け
、
当
町
の
歴
史
的
な
特
徴
に
つ
い
て
語
り
合
う
。

公
開
講
座　

外
部
講
師
に
よ
る
講
演
会

　

講
師
・
日
時
・
場
所　

未
定

※
講
義
の
開
始
時
間
は
午
後
１
時
30
分
。
講
義
内
容
、

日
程
、
場
所
に
関
し
て
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
も
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
が
県
内
各
地
で
行

わ
れ
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
祭
に
は
、
町
代
表
選
手
が
出
場
し
、

実
力
を
競
う
「
市
町
対
抗
の
部
」
や
、
誰
で
も

気
軽
に
参
加
し
、
楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む

こ
と
が
で
き
る
「
交
流
大
会
の
部
」
が
あ
り
ま

す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

参
加
申
込
や
種
目
な
ど
、
詳
し
く
は
（
公
財
）

福
井
県
体
育
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.fukui-taikyo.or.jp

）を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

参
加
申
込
方
法

【
市
町
対
抗
の
部
】

　

必
要
事
項
を
記
入
し
た
参
加
申
込
書
2
部
を
、

町
体
育
協
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
交
流
大
会
の
部
】

　

必
要
事
項
を
記
入
し
た
参
加
申
込
書
を
、
県

の
各
種
目
団
体
事
務
局
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
主
な
種
目
（
抜
粋
）

エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
・
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
・
バ
ウ
ン

ド
テ
ニ
ス
・
ペ
タ
ン
ク
・
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
・

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
・
ス
テ
ィ
ッ
ク
リ
ン
グ
・
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
な
ど
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

※
参
加
費
（
一
人
２
０
０
円
）
の
補
助
が
あ

り
ま
す
の
で
、
参
加
す
る
人
は
町
体
育
協

会
事
務
局
へ
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
越
前
町
体
育
協
会
事
務
局（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）

　

☎
３
４ｰ

８
７
３
０

’14
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
始
ま
る
！！

　
―
参
加
者
募
集
―

遺
跡
の
発
掘
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

発
掘
の
作
業
員
を
募
集
し
ま
す
。
町
の
歴
史
を
塗
り
か
え

る
大
発
見
に
立
ち
会
い
ま
し
ょ
う
。

　

実
施
期
間　

7
月
後
半
〜
10
月

　

募
集
期
間　

5
月
1
日（
木
）〜
10
日（
土
）

　
　
　
　
　
　

※
7
日
は
休
館
日
で
す
。

　

募
集
人
数　

5
人
程
度

　
　
　
　
　
　

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
面
接
を
し
ま
す
。

　

対　
　

象　

町
内
在
住
で
、
体
力
に
自
信
の
あ
る
人
。
期

間
を
と
お
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
人
。

問
合
せ
先　

織
田
文
化
歴
史
館　

☎
３
６ｰ

２
２
８
８

日　
　

時　

5
月
24
日
（
土
）

集
合
場
所

　

旧
萩
野
小
学
校
笈
松
分
校
（
越
前
町
笈
松
２
４ｰ

３
７
）

　

午
前
9
時
ま
で
に
受
付
し
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
コ
ー
ス

笈
松
分
校
か
ら
出
発
。
途
中
山
菜
取
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、

越
知
山
頂
を
目
指
し
ま
す
。

　

所
要
時
間
は
約
2
時
間
半
（
4
㎞
）

Ｂ
コ
ー
ス

　

幼
児
、
高
齢
者
向
け
で
、
花
立
峠
ま
で
車
で
移
動
し
ま
す
。

　

花
立
峠
か
ら
越
知
山
頂
ま
で
は
約
1
時
間
（
１
・
３
㎞
）

持
ち
物　

弁
当
、
水
筒
、
雨
具
、
着
替
え
、
防
寒
具
な
ど

参
加
料　

大
人
５
０
０
円
、
小
人
２
０
０
円

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
ハ

ガ
キ
の
場
合
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
コ
ー

ス
名
を
記
載
）

　

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
期
限　

5
月
15
日
（
木
）

申
込
・
問
合
せ
先　

昭
和
の
学
校
笈
松
分
校
運
営
委
員
会

　

織
田
８
５-

５
４　

　

担
当
：
林
晴
美　

☎
３
６ｰ

０
０
１
６

遺
跡
発
掘
作
業
員
の
募
集

昭
和
の
学
校
笈
松
分
校「
春
の
遠
足
」の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

今
年
で
６
年
目
と
な
る
「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」。

　

年
々
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
、
昨
年
か

ら
は
６
，０
０
０
㎡
の
大
面
積
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
年
の
デ
ザ
イ
ン
画
は
公
募
し
た
結
果
、

馬
に
乗
っ
た
「
な
す
の
よ
い
ち
」
に
決
ま
り

ま
し
た
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

時　

5
月
18
日（
日
）午
前
９
時
か
ら

　
　
　
　

13
時
頃（
小
雨
決
行
・
８
時
30
分
集
合
）

場　

所　

宮
崎
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
南
側
下
の
田
ん
ぼ

持
ち
物　

雨
具
、
着
替
え
（
※
田
植
え
作
業
後
軽
食
あ
り
）

申
込
・
問
合
せ
先　
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
in
樫
津
実
行
委
員
会
（
お
も
い
で
な
）

　
　
　
　
　
　
　

  

☎
３
２ｰ

３
５
４
５

　

標
語
・
作
文
の
募
集
は
、
次
代
を
担
う
少
年
た
ち
に
、
非
行
問
題
な

ど
に
関
し
て
日
ご
ろ
考
え
て
い
る
こ
と
や
体
験
し
た
こ
と
を
表
現
す
る

こ
と
で
、
本
運
動
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
併
せ
て
こ
れ
ら
の
作
品
の

広
報
を
と
お
し
て
町
民
の
関
心
を
高
め
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
ね
ら

い
と
し
ま
す
。

１ 

募
集
規
定

　

 

対　

象　

標
語
、作
文
と
も
町
内
に
住
所
を
有
す
る
か
勤
務
す
る
人

　

 

原　

稿　

標
語
、作
文
と
も
原
稿
用
紙
と
し
、作
文
は
４
０
０
字
詰
め
原
稿

　
　
　
　
　

  

用
紙
３
〜
５
枚
と
し
ま
す
。応
募
は
そ
れ
ぞ
れ
一
人
１
点
と
し

　
　
　
　
　

  

ま
す
。
標
語
お
よ
び
作
文
と
も
に
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

　

 

締
切
り　

５
月
23
日
（
金
）
必
着

　

 

提
出
先
・
問
合
せ
先　

“社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
”
越
前
町
推
進

　
　

委
員
会
（
社
会
福
支
援
室
内
）　

☎
３
４ｰ

８
７
２
４

２ 

表　
　

彰

　
（
１
）標
語
・
作
文
と
も
に
概
ね
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
３
点
と
し
ま
す
。

　
（
２
）表
彰
は
、
７
月
下
旬
開
催
予
定
の
推
進
委
員
会
の
席
上
に
て
行
い
ま
す
。

３ 

そ
の
他

　

作
品
の
著
作
権
、
版
権
等
は
推
進
委
員
会
に
帰
属
し
、
返
却
は
行
い
ま

せ
ん
。
作
文
は
、
1
枚
目
の
1
行
目
に
題
名
を
、
2
行
目
に
氏
名
を
書
い

て
く
だ
さ
い
。標
語
・
作
文
共
に
氏
名
に
は
ふ
り
が
な
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」田
植
え
参
加
者
募
集
!!

第
64
回「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」標
語
・
作
文
募
集

”社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
”
越
前
町
推
進
委
員
会
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健
康
な
暮
ら
し
の
た
め
に

若い頃あつい心を解き明かす 笠嶋ナツヱ
真央ちゃんの涙の訳を解くニュース 竹内　涼子 広報えちぜん 24平成26年５月号25 広報えちぜん

平成26年５月号

その子の特性に合わせた支援を、一緒に考えてみましょう。お気軽にご参加ください。

社会福祉支援室　☎34 ｰ 8724申込・問合せ先

5月30日（金） 午後1時～午後4時
織田保健福祉センター
臨床心理士

約30分～1時間の個別相談です
無　料
予約制

日　時 相談時間
場　所
スタッフ

料　金
申込み

★★「発達相談会」のお知らせ「発達相談会」のお知らせ★★

○健康診査を受けることができる人は次の①～③に該当する人です。健診当日は健康保険証を必ず、ご持参ください。
　①越前町国民健康保険に加入している40歳から74歳までの人
　②20歳から39歳までの職場などで健診を受診する機会のない人で、町の健診を希望する人（必ず、事前に申し込んでください）
　③後期高齢者医療保険に加入している人で、町の健診を希望する人（必ず、事前に申し込んでください）
　上記以外の人は加入している医療保険によって異なりますので、各保険者へお問い合わせください。

○がん検診については医療保険に関係なく、職場などでがん検診を受診する機会のない人を対象に行っています。
　＊大腸がん検診の検便容器は、検診の受付時間にすべての会場で回収しています。
　＊健康診査と同じ時間帯に、肝炎ウイルス検査および前立腺がん検診（血液検査）を実施しています。

健康増進室  ☎36 ｰ 1375　　保健衛生課  ☎34 ｰ 8710問合せ先

実　施　日 会　　　　場 受付時間 健康診査 肺がん
検診 胃がん検診 乳がん検診 子宮頸がん

検診

5月21日（水）
高佐地区集会施設

　8：30～　9：30 ●
　9：00～　9：30 ● ●

道口地区集会施設 13：30～ 14：00 ● ●

5月22日（木）織田農村環境改善センター「サンライズ織田」

　8：30～　9：30 ●
　9：00～ 10：30 ● ●
　13：00～ 14：00 ● ●

6 月 1 日（日）織田農村環境改善センター「サンライズ織田」

　8：30～　9：30 ●
　9：00～ 10：00 ● ●
　9：30～ 10：30 ● ●

6 月 5 日（木）
大樟地区集会施設

 8：30～　9：30 ●
　9：00～　9：30 ● ●

平等婦人の家 13：00～ 13：30 ● ●
西三区集落センター 14：30～ 15：00 ● ●

6月10日（火）
萩野生活改善センター

　8：30～　9：30 ●
　9：00～ 10：00 ● ●

八田集落センター 13：00～ 13：30 ● ●
岩開集落生活改善センター 14：30～ 15：00 ● ●

6月12日（木）越前町役場
　8：30～　9：30 ●
　9：00～ 10：30 ● ●
13：00～ 14：00 ● ●

6月13日（金）
広野 ･蚊谷寺集落センター 13：00～ 13：30 ● ●
八田新保・舟場集落センター 14：30～ 15：00 ● ●

6月15日（日）越前コミュニティセンター（道口）

　8：30～　9：30 ●
　9：00～ 10：00 ● ●
　9：30～ 10：30 ● ●

実実　施施　日日 会会　　　 場　場 受付受付時間時間 健康健康診査診査 肺が肺が肺が肺が肺が肺が肺がんんんんんん
検診 が胃が胃がん検ん検診診 が乳が乳がん検ん検診診 宮子宮子宮子宮子宮子宮子宮 が頸が頸が頸が頸が頸が頸がんんんんんん

検診実　実実 施　日施 日施 日 会　　会会 　　場場場 受付受付受付付時間付時間付時間 健康健康健康康診査康診査康診査 肺肺肺肺
検診検診
肺が肺がんん肺が肺がんん 胃がん検診胃がん検診が胃がん検診診 乳がん検診 乳がん検診 が乳がん検 検診診 検診診診 子宮子宮頸が頸が子宮子宮頸が頸が

診診
ががんんががんん

成人の健康診査成人の健康診査
「心をいやす相談会」のご案内  

保健衛生課　☎34 ｰ 8710申込・問合せ先

5月31日（土）
午前9時30分～12時
越前町役場　別館

1人４５分程度（秘密は厳守します）

無　料

千
せん

崎
ざ き

　愛
あい

 さん（臨床心理士）

予約制（匿名でも可）

日　　時 カウンセラー

申し込み
場　　所

相談時間

料　　金

　「眠れない日が続いている」「ひどいストレスを感じている」「人間関係で悩ん
でいる」「気持ちが落ち込んでいる」などつらい気持ちを自分ひとりで抱えていま
せんか？カウンセラーに話をすることで、解決の糸口が見つかることもあります。
　お気軽にご相談ください。ご家族の皆さんの相談にも応じます。

子どもの発達相談や、スクールカウン
セラー、大人のストレス相談など幅広
い経験をもった臨床心理士が応じます。

健康増進室  ☎36 ｰ 1375
保健衛生課  ☎34 ｰ 8710

問合せ先

成人の風しん・MRの成人の風しん・MRの
予防接種費用を助成しています予防接種費用を助成しています

❶ 妊娠を希望する４９歳以下の女性
　 （接種後２か月は妊娠を控えてください）
❷ 妊娠を希望または妊娠している女性の夫
❸ 風しん抗体陰性の妊婦の同居家族

❶ 妊婦
❷ 風しんワクチン（ＭＲ含む）２回接種者
※平成2年4月2日以降生まれの人は2回
接種している可能性があります。

❸ 風しんにかかったことがある人
❹ 接種時に越前町に住民登録がない人

対象者対象者

対象にならない人対象にならない人

越前町に住所のある19歳以上の人で以下に
該当する人

●平成２7年３月３１日（火）まで

●ＭＲワクチン …… ６，０００円
●風しんワクチン … ３，０００円

　予防接種済証、領収証の原本、通帳（本人
口座）、印鑑（助成対象者❸の人は母子健康
手帳も必要）を持参のうえ健康増進室または
保健衛生課へ申請してください。

助成対象期間助成対象期間

助成金額助成金額

手続き方法手続き方法

　風しんは大人がかかると重症になることが多く、妊婦、とくに妊娠初期の女性がかかると※先天
性風しん症候群をもった赤ちゃんが生まれる可能性があります。妊婦は風しんの予防接種を受ける
ことが出来ないため、妊婦とその胎児を風しんから守るためには周囲の人々が予防接種をすること
が大切です。

　　※先天性風しん症候群
　　　風しんウイルスの体内感染によって白内障・先天性心疾患・難聴などの先天性異常を起こすものです。
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煩悩の心に響く御念佛 武藤　久子
もの忘れ付箋あっても又探す 山内　千代

桜咲き財布に響くのし袋 山田千栄子
重圧から解き放たれた大ジャンプ 松村　典子 広報えちぜん 26平成26年５月号27 広報えちぜん
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子育て支援課  ☎34-8725問合せ先

子どもと〔あそび〕について

0歳児：関係づくりの時

2歳児：自己主張の強い時

　4か月になると首も据わり、少し視野も広がり、母親の声・人の声に対する感受
性が強くなり、手・足を動かしたり、音声を発したりします。これが〔あそび〕の
基になるともいわれます。この時期はお父さん・お母さんとの関係を充分につくり、
子どもをあやす・くすぐる・肌と肌を触れ合う遊ぶ時間を多く取り入れてください。

　子どもは生活そのものが〔あそび〕です。〔あそび〕
には子どもが安心して遊べる環境づくりが大切です。
いつも見守ってもらっているという安心感の中で、
子どもは落ちついて集中して遊ぶことができます。
　今回は乳幼児の〔あそび〕の関わり方を紹介します。

　ことばの数も増え一人遊びから友達を求めるようになり、簡単な〔ごっこ遊び〕
ができるようになります。また、自己主張も強くなり、喧嘩や玩具の奪い合いな
ども激しくなりますが、子どもは喧嘩や玩具の奪い合いをしながら友達づきあい
を覚えていきます。少し離れて子どもの活動を観察してみましょう。　
　じっくりと自分の好きなあそびをしている時はあそびを妨げないで、じっと見守り、必要な時
のみ援助しましょう。歩行もしっかりしてきます。登る・降りる・跳ぶ・投げるなど体を使うあそ
びを取り入れましょう。身近にある物を利用して遊びにつなげてください。

1歳児：探索活動の時
　少し歩けるようになると、気の向くままに動き回ります。探索活動の始ま
りです。狭いところや小さいところにもぐりこんだり・出たり入ったり、壁
紙の小さい切り口を見つけては、バリバリ破いたりして楽しんでいます。
　室内が散らかりますが、不要な包装紙・新聞紙など思い切り破らせてみてください。ダンボ－ル
などを使って出たり入ったりして一緒に遊んでみてはいかがでしょうか。外では石ころを見つけ
たり、葉っぱや花を眺めたり、声かけながら、お父さん・お母さんもお子さんと探索活動を楽しん
でください。この時期は一人遊びを思う存分させましょう。

子育て子育て
アドバイスアドバイス
ko s o d a t e  

a d v i c e

★軽自動車税について
Q： 廃車（譲渡）したはずなのに、税金の通知が届いたのですが？

A： 軽自動車税は、４月1日現在、原動機付自転車、軽自動車、小型特殊自動車、二輪の小型自動車を所
有する人に課税されます。４月２日以降に廃車（譲渡）の手続きをしても、その年度の軽自動車税は
全額納めていただくことになります。４月1日以前に手続きしたのに納税通知書が届いた場合には、
次のケースが考えられます。

1. 業者や人に譲った場合
 譲り受けた相手が名義変更の手続きをしていないことが考えられます。至急、名義変更の手続き

をしてください。
車　　　種　　　名 手続き場所

原動機付自転車（125cc 以下）、小型特殊自動車 税務課、各住民サービス室
二輪車（125cc 超～ 250cc 以下）
二輪小型自動車（250cc 超） 福 井 運 輸 支 局

軽三輪自動車、軽四輪自動車（660cc 以下） 軽自動車検査協会福井事務所

２. 業者に依頼して廃棄・解体した場合
 業者に引き取ってもらった場合、廃車手続きを行わずに解体したことが考えられます。解体業者

の発行する「解体証明書」を提示していただければ、解体した日にさかのぼり廃車としています。

Q： 軽自動車税を口座振替にしてありますが、車検のときの納税証明書はどうすればよいですか？

A： 口座振替にされている人には振替日の約1週間後に、ハガキで車検用の納税証明書を郵送します。また、
振替日からハガキが送られるまでの間に車検を受ける人は、振替されたことが記載された通帳を、役
場税務課、各コミュニティセンター住民サービス室へお持ちになり、車検用の納税証明書の交付を受
けてください。（手数料は無料です）

税務課　☎34 ｰ 8709問合せ先

軽自動車税の納期限は6月2日（月）まで

　平成26年度の軽自動車税は6月2日（月）が納期限になります。
　自宅等に郵送された納付書により、役場、各コミュニティセンター住民サービス室、各金融機関または
コンビニエンスストアで納めてください。
　また、障がい者本人や障がい者と生計を一にする人、もしくは障がい者を常時介護する人が運転する自
動車で、一定の要件に該当すれば軽自動車税が減免される場合があります。その場合には、納期限の7日前
（5月26日）までに役場税務課または各住民サービス室へ申請してください。

税務課　　　　　　　☎34-8709
宮崎住民サービス室　☎32-7711
越前住民サービス室　☎37-7711
織田住民サービス室　☎36-7711

問合せ先

健康増進室　☎36 ｰ 1375問合せ先

　糖尿病とは、血液中の糖が慢性的に高くなっている状態（高血糖）のことを
いいます。
　私たちの体は、高血糖にならないために、血液中の糖が一定量に維持され
ています。食事をした後や、睡眠中でも血液中の糖の量（血糖値）を一定にコ
ントロールしているのが、インスリン（ホルモン）です。
　インスリンはすい臓で作られるホルモンですが、インスリンを作る力、分泌
量には個人差があります。
　特に、日本人は、欧米人と比較して、インスリンを分泌する能力が少なく、
日本人のインスリンの分泌量は欧米人に比べて５０％から７５％低いという体
質を持っています。欧米人はもともと狩猟民族で、肉食や高脂肪食の習慣が
数千年も前からありました。高脂肪食や肥満によりインスリンの働きが悪くな
り、インスリンを出すすい臓のβ細胞はそれにうち勝とうとして、この数千年
の間に非常に鍛えられて強くなったのです。ところが、日本人は農耕民族で、
和食、ごはんといった低脂肪食を食べてきました。このため、インスリンを出
すすい臓はそれほど鍛えられなくても十分に対応できる状態でした。しかし、
現在の食生活では、「インスリン作用不足」*を引きおこしやすく、軽度の体重
増加でも血糖が上昇します。さらに、家族性の遺伝因子と
環境因子によっても、インスリンの作用に影響します。

こちらこちら
健康増進室健康増進室 第2回

みんなで予防！ 糖尿病
日本人は糖尿病になりやすい！！日本人は糖尿病になりやすい！！

下記の原因によりインスリンが血液中の
糖を下げられないことをいいます。

インスリンの作用不足による
慢性的な高血糖

糖尿病を発症糖尿病を発症

インスリンの作用不足とは？

●インスリンの分泌低下
　（インスリンが必要量分泌されない状態）
●インスリン抵抗性
（インスリンはたくさん出ても、肥満など
の原因で効きが悪くなる状態）
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消費者生活の
ご相談は…

総務課 消費生活相談窓口  ☎34－8700
福井県消費生活センター　☎0776－22－1102
消費者ホットライン　　　☎0570－064－370

学力診断テストは無料でも…
高額な学習教材の契約に注意！

　「子どもの学力診断テストをしないか」と電話があり、無料ということだったので気軽に業者に自宅に来
てもらった。テストの結果、非常に学力が低いと指摘され不安になったところに、学習教材の購入を勧めら
れた。３学年分の教材セットで５０万円という高額だったが、子どもが気に入ったうえ、「専用ダイヤルで指
導がある。家庭教師を頼むより安い」と言われその気になり、その場で契約し、後日一括で支払った。しか
し、電話をしても教材の使い方の指導だけで学習指導は受けられず、教材もミスプリントばかりで不信感を
抱いた。教材はほとんど使用していない。解約したい。 （中学生＜男性＞の母親からの相談）

ひとことアドバイス

●事例の他にも、夜遅くまで長時間勧誘されたり、「テストに出るところが分かる」などと説明されたりす
るケースもあります。
●学習教材や学習指導の質などは、実際に利用してみないと分からず、契約の際に説明の真意を確認す
るのは難しいものです。その場ですぐ契約せず、冷静に検討しましょう。
●契約をする場合は、一度に多量、多額の学習教材は購入せず、最小単位で、せめて学年ごと、必要な科
目だけを、契約するようにしましょう。また、契約書をよく読み、解約などの条件についてもよく確認
することも大切です。

5月の越前町関連の番組放送時間表
たんなんスマイルＴＶ（デジタル091ch）

◎ 「丹南歴史探訪 ～地域の歴史に触れる～」
 白山神社春季例祭（道口）
【5月24日（土）～5月30日（金）】
•月～金曜日　10：30～、15:30～、 18：30～、22：30～
•土・日曜日　  8：30～、17：30～、20：30～

◎ 「越前町いきいき情報局」
第34回越前陶芸まつり開催
【5月10日（土）～5月23日（金）】

越前大自慢写真コンテストのご案内
【5月24日（土）～6月6日（金）】
•毎日　 7：55～、12：55～、19：55～

※番組は予告なく変更されることがありますので、
　ご了承ください。
問合せ先  丹南ケーブルテレビ㈱　番組制作課
　　　　   ☎21－3277   Eメール：smiletv@t-catv.co.jp
　　　　   URL　http://www.t-catv.co.jp

★図書館ホームページを利用しよう！★
越前町図書館のホームページから、
本の検索・予約・リクエスト・貸出・予約状況の確認などができます。

●本の検索
越前町内４つの図書館の蔵書を調べることができます。
キーワードや書名、作者名からの検索。
新着図書やおすすめ資料、貸出ベストや予約ベストの閲覧。
現在貸出中か予約件数などの情報も表示されます。
●予約
検索の結果、所蔵している本は予約して取り置きすることができます。
●リクエスト
検索の結果、所蔵していない本をリクエストで申し込むことで、購入する又は相互貸借で県内の図書館から
取り寄せるなどしてご用意します。（漫画、参考書などお応えできない資料もあります）
●貸出・予約状況の確認
利用者照会ログインから、利用者番号とパスワード（登録必要）を入力すると、現在の貸出中一覧・予約中一覧・
予約確保一覧を見ることができます。
パスワード登録や変更もホームページからできます。

利用案内・開館カレンダーなど、図書館のいろんな情報も得ることができます。
ぜひ、図書館のホームページ  http://lib.town.echizen.fukui.jp  を開いてみてください。

◎ 「土曜の朝はまいどわいど生放送」
 越前陶芸まつり
【5月24日（土）】
  陶器市の様子や催し物の案内などを中継でお伝え
  します。
•生放送　10：00～
•再放送　15：00～、22：00～

◎ 「丹南のお店情報 みせばん」
 いろは軒（蕎麦・定食／西田中）
【5月24日（土）～5月30日（金）】
•月～金曜日　  8：40～、13：40～、
　　　　　　　17：40～、20：40～
•土・日曜日　13：40～、18：40～、
　　　　　　　23：40～

※その他の番組の放送予定は、電話または
　ホームページでご確認ください。

越前町図書館トップページ

コミバス質問箱コミバス質問箱 よくあるご質問にお答えします。
Q. デマンド便の予約受付は、土日でもできますか？
A. 土日も予約を受け付けております。乗車する前日の
午後5時までに予約のお電話をしてください。

Q. ほぼ毎日利用するのですが、その都度予約しなけれ
ばいけませんか？

A. その都度予約していただかなくても、ご都合にあわせ
て1週間分や1か月分をまとめて予約できます。

Q. 予約するときは、行き先まで伝えないといけません
か？

A. 行き先をお聞きすることはありません。降車するバ
ス停名をお伝えいただければ結構です。

Q. 予約したバスに乗らなくなった場合はどうしたらよ
いですか？

A. 予約センターにキャンセルのお電話をお願いします。
Q. バスに忘れ物をした場合はどうしたらよいですか？
A. 予約センターにお電話にてお問い合わせください。

その際は、乗車したルート・便名、忘れ物の内
容、連絡先などをお知らせください。

Q. 消費税が改定されましたが、バスの運賃は値上
がりするのですか？

A. 運賃に変更はありません。

まちづくり課  ☎34-8714
予約センター  ☎34-2222

問合せ先

○1乗車につき200円。
○高齢者（70歳以上）、心身障がい者、小中
高生は1乗車100円。

※高齢者、心身障がい者の人は、必ず公共交
通割引カードをご提示ください。

 また、コミュニティバス車内で販売されてい
る回数券（11枚綴り1,000円）も、金額は
変わりませんので、どうぞご利用ください。



お
く
や
み

新
し
い
家
族
で
す

実　施　日 場　　所 電話番号

̶ あ さ が お 保 育 園 34－1110

̶ 朝 日 中 央 保 育 所 34－0081

̶ 朝 日 西 保 育 所 34－5602

̶ 朝 日 北 保 育 所 34－1762

̶ 朝 日 南 保 育 所 34－1614

̶ 宮 崎 中 央 保 育 所 32－2067

̶ 小 曽 原 保 育 所 32－2039

毎 日 午 前 中 陶 の 谷 保 育 所 32－3014

毎 日 午 前 中 四 ヶ 浦 保 育 園 37－0305

常 時 西 徳 寺 保 育 園 37－1354

常 時 城 崎 南 保 育 所 39－1801

毎 週 木 曜 日 織 田 保 育 所 36－0160

毎 日 午 前 中 た い ら 保 育 園 36－0251

毎 日 午 前 中 は ぎ の 保 育 園 36－0396

※時間・内容などについては、各保育所（園）にお問い合わせください。

（
敬
称
略
、
4
月
15
日
現
在
）

（
4
月
15
日
現
在
）

え
ち
ぜ
ん
年
代
記　

第
百
五
回

え
ち
ぜ
ん
年
代
記　

第
百
五
回

え
ち
ぜ
ん
年
代
記　

第
百
五
回
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新
し
い
年
度
に
な
り
早
く
も
１
か
月
が
経
過

し
ま
し
た
。
す
で
に
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
突

入
し
て
い
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
連
休

は
う
れ
し
い
も
の
で
す
が
、
気
を
つ
け
た
い
の
は

「
五
月
病
」
で
す
。「
五
月
病
」
は
医
学
的
な
診
断

と
し
て
は
「
う
つ
病
」
と
同
じ
で
、
特
に
就
職
や

進
学
で
生
活
環
境
が
変
化
し
た
人
に
、
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
か
ら
起
こ
り
や
す
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
私
も
研
修
を
終
え
て
、
４
月
か
ら
２

年
ぶ
り
に
役
場
に
復
帰
し
た
の
で
気
を
つ
け
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
気
分
転
換
に
旅

行
な
ど
を
す
る
の
も
い
い
で
す
が
、
最
終
日
く
ら

い
は
ゆ
っ
く
り
休
ん
で
、
再
ス
タ
ー
ト
す
る
学
校

や
仕
事
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

第
１
１
１
号
12
ペ
ー
ジ
の
「
新
し
い
区
長
の
皆

さ
ん
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」
で
宮
崎

地
区
の
寺
区
長
の
お
名
前
を
「
渡
辺
幸
治
」
さ
ん

と
記
載
し
ま
し
た
が
「
渡
辺
孝
治
」
さ
ん
の
誤
り

で
し
た
。
ま
た
、
15
ペ
ー
ジ
の
「
宝
く
じ
助
成
金

を
受
け
て
」
で
「
金
谷
区
す
み
よ
し
会
館
」
と
記

載
し
ま
し
た
が
「
金
谷
す
み
よ
し
会
館
」
の
誤
り

で
し
た
。
お
名
前
、
名
称
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

こ
と
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

人口と世帯
（4月1日現在）

　

４
月
20
日
に
越
前
陶
芸
村
で
開
か
れ
た
第
４

回
越
前
陶
芸
村
し
だ
れ
桜
ま
つ
り
の
様
子
で
す
。

　

来
場
者
の
皆
さ
ん
は
無
料
で
振
舞
わ
れ
た
、

つ
き
た
て
の
お
餅
を
食
べ
な
が
ら
、
今
年
最
後

の
桜
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

人　口 23,208人

　男 11,191人
　女 12,017人
世帯数 7,352戸

（前月より91人減）

なかよしひろば（園開放）なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

西
田
中 

孝
久　

榛は
る

希き

（
佳
郎
、
男
）

佐
々
生 

宮
川　

千ち

鶴づ
る

（
尚
雄
、
女
）

田　

中 

久
嶋　

瑠る

菜な

（
一
司
、
女
）

天　

宝 

芝　

遥は
る

香か

（
悠
樹
、
女
）

天　

王 

竹
内　

一か
ず

志し

（
登
志
成
、
男
）

下
糸
生 

花
山　

凛り
ん

（
猛
、
女
）

小
曽
原 

大
屋　

野の

々の

花か

（
宇
一
郎
、
女
）

八　

田 

川
室　

勇ゆ
う

咲さ
く

（
陽
右
、
男
）

高　

佐 

田
中　

幸ゆ
き

音ね

（
達
也
、
女
）

高　

橋 

廣
比　

美み

月つ
き

（
靖
大
、
女
）

　

辻 

小
辻　

伊い

織お
り

（
圭
、
女
）

細　

野 

伊
部　

悠ゆ
う

雅が

（
雅
之
、
男
）

赤
井
谷 

西
尾　

莉り

桜お

菜な

（
武
志
、
女
）

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
1212

―
織
田
文
化
歴
史
館
編
―

―
織
田
文
化
歴
史
館
編
―

学
Ｍ 
今
回
も
、
劔
神
社
に
伝
わ
る
「
八は

っ

相そ
う

涅ね

槃は
ん

図ず

」
を
ご
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

Ｅ
子 

前
回
は
、
八
相
涅
槃
図
の
左
右
両
端
に
描
か
れ
た
絵

画
の
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
一
方
、

正
面
に
は
亡
く
な
っ
た
直
後
の
釈し

ゃ

迦か

の
様
子
が
描
か

れ
て
い
る
の
で
す
ね
。

学
Ｍ 

そ
う
で
す
。
三
五
歳
で
悟
り
を
開
い
た
釈
迦
は
、イ
ン

ド
中
を
歩
き
回
っ
て
布
教
し
、
八
〇
歳
で
亡
く
な
っ

た
と
さ
れ
ま
す
。
偉
大
な
釈
迦
が
亡
く
な
っ
た
た
め

に
、
涅
槃
図
に
描
か
れ
て
い
る
登
場
人
物
た
ち
は
み

な
泣
い
て
い
る
の
で
す
。

Ｅ
子 

た
し
か
に
、
釈
迦
の
周
り
に
描
か
れ
た
人
物
た
ち
は

み
な
泣
い
て
い
ま
す
ね
。

学
Ｍ 

釈
迦
の
周
辺
に
は
、
人
間
の
弟
子
た
ち
だ
け
で
は
な

く
、「
天て

ん

」
と
呼
ば
れ
る
異
形
の
も
の
も
描
か
れ
て
い

ま
す
。

Ｅ
子 

「
天
」と
い
う
の
は
ど
の
よ
う
な
存
在
な
の
で
す
か
。

学
Ｍ 

天
は
、
バ
ラ
モ
ン
教
や
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
神
が
仏
教

に
取
り
込
ま
れ
た
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、も
と
は
イ
ン

ド
の
神
様
た
ち
で
す
。

Ｅ
子 

絵
の
右
端
に
は
、
赤
い
色
を
し
た
鬼
の
よ
う
な
も
の

も
い
ま
す
ね
。

学
Ｍ 

は
い
。
こ
ち
ら
は
、「
餓が

鬼き

」
や
「
修し

ゅ

羅ら

」
と
呼
ば
れ
る

存
在
で
す
。
絵
の
下
端
を
み
て
く
だ
さ
い
。

Ｅ
子 

あ
、こ
れ
は
私
に
も
わ
か
り
ま
す
。
馬
や
牛
な
ど
の
動

物
が
い
ま
す
。

学
Ｍ 

そ
う
で
す
。
仏
教
で
は
動
物
の
こ
と
を
「
畜ち

く

生し
ょ
う」
と
い

い
、
涅
槃
図
に
は
多
く
の
動
物
た
ち
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。
よ
く
み
る
と
、
女
性
の
頭
の
下
に
鳥
の
体
を

も
つ
生
物
も
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
極
楽
鳥
」
と
呼
ば
れ
、

経
典
に
で
て
く
る
架
空
の
生
物
で
す
。

Ｅ
子 

色
々
な
生
き
物
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。

学
Ｍ 

仏
教
の
世
界
観
に
よ
る
と
、こ
の
世
は「
天
」・「
人
」・

「
修
羅
」・「
畜
生
」・「
餓
鬼
」・「
地
獄
」の
六
つ
の
世
界

か
ら
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
涅
槃
図

に
は
、こ
れ
ら
す
べ
て
の
世
界
の
住
民
が
登
場
し
、み

な
が
釈
迦
の
死
を
悲
し
ん
で
い
る
の
で
す
。

Ｅ
子 

壮
大
な
テ
ー
マ
の
絵
画
で
す
ね
。
で
は
、な
ぜ
こ
の
よ

う
な
涅
槃
図
を
作
っ
た
の
で
す
か
。

学
Ｍ 

一
般
に
、
涅
槃
図
は
2
月
に
開
催
さ
れ
る
「
涅ね

槃は
ん

会え

」

と
い
う
仏
教
行
事
で
使
用
さ
れ
ま
す
。
涅
槃
会
は
、亡

く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
身
体
の
苦
し
み
か
ら
解
放
さ

れ
、
釈
迦
が
完
全
な
形
の
悟
り
を
得
た
こ
と
を
祝
う

た
め
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
　
　

涅
槃
会
で
は
、寺
院
に
涅
槃
図
を
か
け
、僧
侶
が
在
家

信
者
た
ち
に
釈
迦
の
一
生
を
通
じ
て
、
仏
教
の
あ
り

が
た
さ
を
説
き
ま
す
。
つ
ま
り
、涅
槃
図
は
布
教
の
た

め
に
作
ら
れ
た
仏
教
絵
画
な
の
で
す
。

Ｅ
子 

劔
神
社
の
八
相
涅
槃
図
は
古
い
も
の
で
す
ね
。

学
Ｍ 

こ
ち
ら
の
資
料
は
、
鎌
倉
時
代
に
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

実
は
、劔
神
社
に
は
涅
槃
図
と
と
も
に「
涅ね

槃は
ん

講こ
う

式し
き

断だ
ん

簡か
ん

」と
呼
ば
れ
る
資
料
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

涅
槃
講
式
断
簡
は
、

室
町
時
代
に
書
か

れ
た
涅
槃
会
の
作

法
書
で
す
。つ
ま
り
、

劔
神
社
に
は
鎌
倉

時
代
に
描
か
れ
た

涅
槃
図
と
、室
町
時

代
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

書
が
遺
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
全

国
で
も
非
常
に
貴

重
な
事
例
の
た
め
、
国
指
定
重
要
文
化
財
と
な
っ
て

い
ま
す
。

Ｅ
子 

劔
神
社
に
行
け
ば
、
涅
槃
図
と
涅
槃
講
式
断
簡
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
か
。

学
Ｍ 

現
在
、
こ
れ
ら
の
資
料
は
奈
良
国
立
博
物
館
に
寄
託

さ
れ
て
お
り
、
年
間
の
う
ち
数
日
間
だ
け
公
開
さ
れ

て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

で
は
、全
国
の
人
々
が
資
料
を
見
て
、劔
神
社
の
こ
と

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
ね
。

観
応
三（
一
三
五
二
）
年
七
月
十
一
日
、 

円
山
宝
塔
が
造
立
さ
れ
る

　

大
谷
寺
大
長
院
よ
り
北
側
約
五
〇
〇
メ
ー

ト
ル
の
山
間
部
谷
間
に
、「
円ま
る
や
ま山

」
と
呼
ば
れ
る

小
高
い
塚
が
あ
り
ま
す
。
塚
の
周
辺
は
平
地

に
な
っ
て
お
り
、
塚
の
上
に
は
石
造
の
宝
塔
が

建
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
宝
塔
は
越
前
町
指
定
文

化
財
に
な
っ
て
お
り
、
一
般
に「
円
山
宝
塔
」の

名
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
一
四
年
度
に
宝
塔

を
含
め
た
遺
跡
全
体
の
測
量
お
よ
び
発
掘
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
成
果
に
つ

い
て
、ご
紹
介
し
ま
す
。

発
掘
調
査
の
成
果

　

遺
跡
は
丘
陵
裾
部
の
谷
間
に
立
地
し
、
元
越

知
山
山
頂
か
ら
旧
清
水
町
笹
谷
を
経
て
福
井

市
中
心
部
へ
と
至
る
旧
道
と
、
大
谷
寺
区
を
縦

断
す
る
新
道
が
交
差
す
る
地
点
に
あ
た
り
ま

す
。
ま
た
、
遺
跡
の
一
部
が
字
「
三
昧
谷
」
に
含

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
調
査
前
よ
り
遺
跡
は
古
い

墓
地
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

遺
跡
は
南
北
三
六
・
〇
メ
ー
ト
ル
、
東
西

三
四
・
八
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
に
わ
た
る
平
坦
面

を
中
心
と
し
、そ
の
南
西
隅
に
は
南
北
一
五
・
六

メ
ー
ト
ル
、東
西
一
七
・
一
メ
ー
ト
ル
、高
さ
一
・

八
〜
三
・
五
メ
ー
ト
ル
の
塚
が
築
造
さ
れ
て
い

ま
す
。
調
査
の
結
果
、
深
い
谷
で
あ
っ
た
と
こ

ろ
に
土
を
盛
っ
て
平
坦
に
造
成
し
、
さ
ら
に
塚

を
築
造
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

遺
跡
が
造
ら
れ
た
時
期
や
、
ど
の
よ
う
な
性
格

で
あ
る
か
を
示
す
資
料
は
、
ほ
と
ん
ど
出
土
し

ま
せ
ん
で
し
た
。

円
山
宝
塔

　

塚
の
上
に
建
つ
宝
塔
は
笏
し
ゃ
く

谷だ
に

石い
し

製
で
、
上
部

の
一
部
を
欠

い
て
い
る
も

の
の
、
ほ
ぼ

造
立
当
初

の
姿
を
と
ど

め
て
い
ま
す
。
残
存
す
る
高
さ
は
一
八
三
セ
ン

チ
も
あ
り
、基
壇
・
基
礎
・
塔
身
・
屋
根
・
相
輪

の
各
部
位
が
組
み
合
わ
さ
れ
ま
す
。
塔
身
に
は
、

四
面
に
金
剛
界
四
仏
を
表
す
梵
字
が
刻
ま
れ
、

正
面
に
は
阿
弥
陀
如
来
が
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

梵
字
周
辺
は
花
弁
や
蓮
華
な
ど
に
よ
っ
て
装
飾

さ
れ
、
越
前
に
特
有
な
装
飾
方
法
か
ら
「
越え
ち

前ぜ
ん

式し
き

月が
ち

輪り
ん

」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

築
造
時
期
と
目
的

　

遺
跡
が
造
ら
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
宝
塔

の
基
礎
に「
如
件
観
応
三
□
七
月
十
一
日
敬
白
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
観
応
三（
一
三
五
二
）年
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
時
期
は
南
北
朝
時
代
に

あ
た
り
、
全
国
で
北
朝
と
南
朝
が
争
っ
て
い
ま

し
た
。

　

遺
跡
の
性
格
に
つ
い
て
、
宝
塔
基
壇
下
部
の

小
さ
な
孔あ
な

に
注
目
し
て
み
ま
す
。
基
壇
に
は
幅

六
八
セ
ン
チ
、
高
さ
一
一
セ
ン
チ
の
孔
が
設
け

ら
れ
て
お
り
、
宝
塔
の
下
へ
手
を
入
れ
て
、
何

か
を
塚
の
中
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
と

な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
の
類
例
を
み
る
と
、
石

塔
の
内
部
や
下
部
に
火
葬
骨
を
入
れ
る
た
め
の

空
間
を
設
け
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
円
山
宝
塔
も

同
様
の
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
円

山
宝
塔
お
よ
び
塚
は
、
亡
く
な
っ
た
人
の
遺
骸

の
一
部
を
納
め
る
た
め
の
施
設
で
あ
っ
た
と
推

測
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
、遺
跡
が
位
置
す
る「
三

昧
谷
」と
い
う
字
名
の
内
容
と
も
一
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
遺
跡
が
集
落
の
北
東
端
、
交
通
の
要

衝
に
位
置
し
、
人
目
を
引
く
大
き
な
塚
の
上

に
石
塔
を
設
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
何
ら
か

の
象
徴
（
シ
ン
ボ
ル
）
と
し
て
の
施
設
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。
す
る
と
、
円
山
は
単
な
る
墓
地

で
は
な
く
、
宗
教
的
に
重
要
な
意
味
を
も
つ
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
ま
す
。
今

後
、
全
国
的
な
事
例
の
な
か
に
位
置
づ
け
る

こ
と
に
よ
り
、
円
山
の
性
格
に
つ
い
て
も
明

ら
か
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
文
責　

織
田
文
化
歴
史
館

　
　
　
　
　
　
　
　

学
芸
員　

村
上
雅
紀
）

内　

郡

内　

郡

上
川
去

上
川
去

気
比
庄

気
比
庄

田　

中
市

栃　

川

天　

王

小　

倉

上
糸
生

上
糸
生

江　

波

玉　

川

大　

樟
厨厨厨

米　

ノ

高　

橋

寺　

家

平　

等

平　

等

赤
井
谷

三
上
悠
紀
夫
さ
ん

宮
川
シ
ゲ
コ
さ
ん

牧
野　

忠
男
さ
ん

土
井　
　

忠
さ
ん

木
本　

洋
子
さ
ん

木
下
ゆ
り
子
さ
ん

笠
原
ヨ
シ
子
さ
ん

木
島　

義
弘
さ
ん

西
岡　

志
子
さ
ん

竹
本　

昌
稔
さ
ん

青
山　

正
尾
さ
ん

渡
辺
千
代
子
さ
ん

内
藤
ハ
ル
ノ
さ
ん

向
當　

𠮷
子
さ
ん

坂
本　
　

清
さ
ん

小
平
み
つ
子
さ
ん

酒
谷
ア
イ
子
さ
ん

濵
野　

純
行
さ
ん

井
上　

美
信
さ
ん

山
腰
マ
サ
エ
さ
ん

杉
本　
　

稔
さ
ん

鈴
木　

國
男
さ
ん

小
坂
よ　

え
さ
ん

藤
田　

貞
三
さ
ん

佐
々
木　

彰
さ
ん
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※
休
日
当
番
医
の
診
療
時
間
は
、
9：
00
～
17
：
00
で
す
。
都
合
に
よ
り
医
療
機
関
が
変
更
に

　
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
前
に
電
話
や
新
聞
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
月

火
水

木
金

土

5 ／ 11

【
休
日
当
番
医
】

渡
辺
内
科
医
院

☎
34
-5
51
5

12
結
婚
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

13
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

14
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
越
前
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
梅
浦
））

15
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館
）

2歳
児
歯
科
健
診

13
：
30
～
16
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

16
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館
）

17

18

【
休
日
当
番
医
】

両
林
医
院

☎
37
-0
00
5

19
結
婚
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

20
心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
越
前
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
梅
浦
））

21
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

22
23
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

運
転
者
講
習
会

19
：
00
～
20
：
30

（越
前町

サブ
コミ

ュニ
ティ

セン
ター
（梅

浦）
）24

第
34
回
越
前
陶
芸
ま
つ
り

9：
00
～
17
：
00

（
越
前
陶
芸
村
）

昭
和
の
学
校
 
松
分
校

「
春
の
遠
足
」

9：
00
～

（
旧
萩
野
小
学
校
笈
松
分
校
）

25
第
34
回
越
前
陶
芸
ま
つ
り

9：
00
～
17
：
00

（
越
前
陶
芸
村
）

第
26
回

越
知
山
泰
澄
ウ
ォ
ー
ク

8：
30
～
16
：
00

（奥
糸生

地区
多目

的集
会施

設（
杖立

））

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

26
第
34
回
越
前
陶
芸
ま
つ
り

9：
00
～
16
：
00

（
越
前
陶
芸
村
）

結
婚
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

27
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
萩
野
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
）

無
料
法
律
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

28
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
越
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

離
乳
食
教
室

9：
30
～
11
：
30

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

29
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア
）

30
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア
）

心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

発
達
相
談
会

13
：
00
～
16
：
00

（
織
田
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

31
心
を
い
や
す
相
談
会

9：
30
～
12
：
00

（
越
前
町
役
場
別
館
）

マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

9：
30
～
12
：
00

（
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

6 ／ 1

特
設
人
権
相
談

9：
00
～
16
：
00

（
越
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

【
休
日
当
番
医
】

整
形
外
科
大
城
医
院

☎
32
-3
50
0

2
結
婚
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

3
心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

離
乳
食
教
室

9：
30
～
11
：
30

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

4
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

5
6
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

7

8

【
休
日
当
番
医
】

藤
田
医
院

☎
34
-0
04
4

9
結
婚
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））
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家
族
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護
者
サ
ロ
ン
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00
～
12
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00

（
織
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コ
ミ
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セ
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タ
ー
）
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配
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談

13
：
00
～
16
：
00
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ター
（西

田中
））

11
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育
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サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00
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社会
福祉
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（西

田中
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家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
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00

（
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前
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域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
梅
浦
））

12
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
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00
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社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

13
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て
サ
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ン

9：
30
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11
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00
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社会
福祉

セン
ター
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田中
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家
族
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護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
宮
崎
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ィ
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ー
）

14
ど
よ
う
お
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な
し
ひ
ろ
ば

14
：
00
～
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：
30

（
町
立
図
書
館
織
田
分
館
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（携帯電話用） （スマートフォン用）
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